
還付金詐欺 が多発しています!!
　市内で還付金詐欺が多発しています。市役所職員などを装った電話で、「医療費・還付金の返金
手続きは終わっていますか」「ATMで簡単に手続きができます」などと嘘の話をして、あなたを
ATMに行かせて預金残高を確認し、あなたのお金を犯人の口座に送金させる手口です。犯人は
信じ込ませるために優しく丁寧に話しかけてきますが、それはすべて騙すためです。
　市役所の職員が、電話で金銭や個人情報を求めることはありません。このような電話は詐欺で
すので、警察☎１１０に通報をお願いします。
　また、自宅の電話は在宅時にも常に留守番電話に設定し、メッセージを確認する習慣をつけま
しょう。

悪質商法などにご注意ください
　「契約でトラブルが発生した」「身に覚えのない請求がきた」など、消費
者と事業者間のトラブルに関して、解決のための助言やあっせんなどを
行っています。「おかしい」「なんだか心配」と感じたら、一人で悩まずに、
まずは電話でご相談ください。

相談先
　■市消費者センター☎０４２・４７３・４５０５
　　受付時間：平日の午前１０時～正午、午後 １時～ ４時
　■消費者ホットライン☎１８８
　　受付時間：午前１０時～午後 ４時（土曜・日曜日、祝日も受け付け）

　東久留米市及び田無警察署は、だれもが安心して暮らすことができる
「犯罪のない安全なまちづくり」をさらに推進するため、次のとおり特殊
詐欺の撲滅に取り組みます。
　特殊詐欺は、高齢の方に被害が集中し、家族のため、老後のためこれ
まで大切に蓄えた財産を、一瞬のうちに奪い去るばかりか、大切な家族
との信頼関係まで崩壊させる場合もある、極めて卑劣な犯罪であり、絶
対に許すわけにはいきません。
　被害を防ぐためには、一人ひとりが特殊詐欺被害を身近なものとして
捉え、家庭でできる対策を徹底するとともに、地域での見守りを推進す
るなど、被害防止対策に一丸となって取り組むことが重要です。
　東久留米市と田無警察署は特殊詐欺撲滅に向け、より一層連携・調整
を強化しながら被害防止対策に取り組むとともに、市民一人ひとりの大
切な財産を守るべく、全力で取り組むことをここに宣言いたします。

特殊詐欺撲滅宣言（全文）特殊詐欺撲滅宣言（全文）

　市と田無警察署は、 ３年１２月２２日に合同で「特殊詐欺撲滅」を宣言しまし
た。市では、だれもが安心して暮らすことができる「犯罪のない安全なま
ちづくり」を、警察と協力して推進しています。
l防災防犯課防災・防犯担当☎０４２・４７０・７７６９

田無警察署と合同での「特殊詐欺撲滅宣言」

令和 ４年　市内の特殊詐欺認知状況令和 ４年　市内の特殊詐欺認知状況
（ １〜 ８月）（ １〜 ８月）

ATМを操作してお金が返ってくることはありません

電話でお金の話が出たら、まずは家族や友人に相談する

常に留守番電話機能を設定して知人以外の電話は出ない

携帯電話を片手にATМを操作する高齢者に声をかける

家族と情報を共有して注意喚起する

おかしな電話は、ひとりで悩まずに警察に相談する

迷惑電話防止機器を利用する

l防災防犯課防災・防犯担当☎０４２・４７０・７７６９

◎市の対策例◎市の対策例

市n
（安心くるめーる）

　防災防犯に関する情報を広く市民にお伝えす
るためのメール配信サービスを行っています。
　利用する場合はメールアドレスの登録が必要
です。平常時に限らず、災害時の情報取得にも
役立ちます。ぜひご利用ください。

安心くるめーる

市n
（自動通話録音機）

　市内在住で６５歳以上の方を対象に「自動通話
録音機」を貸し出しています。この機械は電話
の呼び出し音が鳴る前に犯人に警告メッセージ
を流し、自動で録音を開始するため、犯人が通
話を断念し、被害を未然に防止する効果が期待
できます。希望の方は電話で防災防犯課へ。
　※貸与には条件があります。また、機械の数
には限りがあります。

自動通話録音機

被害を防ぐために被害を防ぐために
注意すること・できること注意すること・できること

認知件数

１９件

被害額

約１，６７０万円
市内で被害認知件数が ２件以上ある地域

滝山・中央町・金山町・学園町・
下里

特殊詐欺に
ご注意！
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・新型コロナウイルスワクチン関連情報…………… ２面
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・高齢者に対するインフルエンザ予防接種…………１１面
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毎月１日・１５日発行

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。



※�これまでに発送した ３回目、 ４回目の接種券をお持ちの方（未接種の方）は、
オミクロン株対応ワクチン接種にお使いいただけます。接種券を紛失され
た方は再発行の手続きが必要ですので、市nから行っていただくか、市コ
ールセンターへお問い合わせください。

市n

l市新型コロナワクチンコールセンター（市コールセンター）
　☎０４２・４２０・７１７７（土曜・日曜日、祝日を除く午前 ９時〜午後 ５時受付）
　o０４２・４７７・００３３（聴覚に障害のある方などの相談）
※詳細は市nをご覧ください。

新型コロナウイルス
ワクチン関連情報

　 ４年 ９月１４日に開催された厚生労働省ワクチン分科会において、オミクロン株
に対応した新型コロナワクチンの薬事承認がされ、オミクロン株対応ワクチンに
よる追加接種について、次の通り国から方針が示されました。
接種期間 ５ 年 ３ 月３１日まで
対象者 ２ 回目接種を完了した１２歳以上の方
使用するワクチンファイザー社製ワクチン、モデルナ社製ワクチン
接種回数 １ 回（前回の接種から ５カ月以上経過後）
接種券の発送時期下表の通り

◆オミクロン株対応ワクチンについて

新型コロナウイルス感染症相談窓口　〜まずは電話で相談を〜
新型コロナウイルスの感染が疑われる症状がある方の受診相談
※かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医に電話でご相談ください。

●�東京都発熱相談センター☎０３・５３２０・４５９２　☎０３・６２５８・５７８０
　同センター医療機関案内専門ダイヤル☎０３・６７３２・８８６４
　（いずれも２４時間、土曜・日曜日、祝日も受付）
●東京都多摩小平保健所☎０４２・４５０・３１１１
　（土曜・日曜日、祝日を除く午前９時〜午後５時受付）

市
n

引き続き感染対策を意識し、人と人との距離の確保、手洗
い・咳エチケットなど、一人ひとりの感染防止対策の徹底
にご協力をお願いします。

最新の市の新型コロナウイルス関連情報は、市nを
ご覧ください。

デマンド型交通「くるぶー」をご利用ください l道路計画課道路交通計画係☎０４２・４７０・７７６８

　「くるぶー」は利用登録した方の予約に応じて乗合運行を行う地域公共交通で、自宅と乗降場（鉄道施設
や公共・公益施設など）、乗降場同士を運行することができる交通手段です。現在、ラッピングされた ４
台（イチョウ号・ツツジ号・オナガ号・柳久保小麦号）のうち ３台の「くるぶー」が市内を走っています。身
近な交通手段として、ぜひご利用ください。 専用フォーム 市n

e市内在住で次のいずれかに該当する方▼７０歳以上の方▼妊娠されている方▼ ０歳〜 ３歳児
　※利用登録者の介助者・保護者・同一世帯の方も同乗できます（未登録者のみでの乗車はできません。
　　また、同乗者は登録者と同乗降場でしか乗り降りできません）。
g▼登録料＝無料
　▼利用料金＝ １ 人 １ 回５００円（同乗者を含めた ２人以上での利用は １人 １回３００円。小学生以下は無料）
j▼運行日＝月曜〜金曜日（土曜・日曜日、祝日、年末年始は運休）
　▼運行時間＝午前 ９時（営業所出発）〜午後 ５時（目的地到着）
　▼乗降場＝鉄道施設および公共・公益施設など３２カ所
k利用登録申請書に必要事項を記入の上、次のいずれかの方法で提出してください。
①道路計画課（市役所 ５階）窓口②郵送（〒２０３−８５５５、市役所道路計画課宛て郵送を）
③o（０４２・４７０・７８０９）　※インターネット（市n〈専用フォームから〉）でも申し込みできます。市役所前を走る「くるぶー」

　予約の空きがある場合は、随時予約を受け付けています。会
場は各日程ともイオンホール、わくわく健康プラザです。
①１０月 ８ 日㈯　②１０月 ９ 日㈰　③１０月２９日㈯　④１０月３０日㈰
※�使用するワクチンはモデルナ社製ワクチンです。
※�イオンホールはイオンモール東久留米 ２階（南沢 ５−１７−６２）
です。接種に関するお問い合わせはイオンでは受け付けてい
ません。

★予約受付中の集団接種日（オミクロン株対応）

※�接種券の到着まで １週間程度かかることがあります。
※�以降は、前回の接種時期をもとに順次発送予定です。

対象 発送予定日

２回目接種を５月１日〜１５日に行った方 １０月７日㈮

３回目接種を５月１日〜１５日に行った方
（６０歳以上の方）

１０月１４日㈮
３回目接種を５月１５日までに行った方
（１２歳以上６０歳未満の方で４回目接種券未発送の方）

接種券の交付依頼が必要な方
　転入や海外接種をした方など、直近の接種を東久留米市以外の接種券で行った
方は、接種券の交付依頼が必要です。交付依頼は市nから行っていただくか、市
コールセンターへお問い合わせください。

接種開始時期下表の通り
対象 開始時期

既に４回目接種の対象の方（６０歳以上の方・基礎疾患を有
する方など・医療従事者など）のうち、４回目接種を未接
種の方

９月下旬以降

２回目接種を完了した方 １０月中旬以降

※�小児接種の努力義務（接種を受けるよう努めなければならないと
いう義務）について＝新型コロナワクチンの小児接種は、これま
で任意の接種とされてきましたが、昨今の感染状況やワクチンの
有効性、安全性に関する知見が集積されてきたことなどを踏まえ、
４年 ９月 ６日付で予防接種法施行令が改正され、新型コロナワク
チンの小児接種（ １・ ２回目接種、 ３回目接種とも）に予防接種法
上の「努力義務」が適用されることとなりました。接種するかどう
かについては、ワクチンの効果と副反応の双方についてご理解い
ただき、保護者とお子さんが相談し、各ご家庭で判断していただ
くことに変わりありません。

　 ５歳〜１１歳の方への ３回目追加接種が厚生労働省で承認され、接
種が行われることになりました。最新の情報は市nをご確認くださ
い。
使用するワクチンファイザー社製ワクチン（小児用）
接種回数 １ 回（ ２回目の接種から ５カ月以上経過後）
接種券の発送時期 ５ 月３１日までに ２回目接種を完了した１１歳までの
方（平成２２年１１月 １ 日以降に生まれた方）には１０月中旬頃に接種券を
発送予定です。なお、接種券が届いた方から予約が可能です。
接種場所市内医療機関による個別接種
ご注意 ３ 回目追加接種用の接種券等を受け取った後、１２歳の誕生日
がきた場合は、１２歳以上用のワクチンを接種します。その際、接種
券はそのまま使用できます。

◆５歳〜１１歳の方への３回目追加接種について
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール
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赤
字
額
が
な
い（
実
質
収
支
額

が
黒
字
で
あ
る
）場
合
は「
−

（
数
値
な
し
）」と
な
り
ま
す
。

（
２
）連
結
実
質
赤
字
比
率

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
一

般
会
計
等
の
ほ
か
、
公
営
事
業

全
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
実

質
赤
字
額
の
合
計
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
を
示
し
て

い
ま
す
。
こ
の
合
計
額
が
赤
字

と
な
ら
な
い
場
合
は
、「
−（
数

値
な
し
）」と
な
り
ま
す
。

（
３
）実
質
公
債
費
比
率

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、
地
方

債
元
利
償
還
金
、
公
債
費
に
準

ず
る
債
務
負
担
行
為
な
ど
、
実

質
的
な
債
務
す
べ
て
に
関
係
す

る
償
還
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合（
過
去
３
カ
年
平

均
）を
示
し
て
い
ま
す
。

（
４
）将
来
負
担
比
率

　
将
来
負
担
比
率
は
、
一
般
会

計
が
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的

な
負
債
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
。

◎
資
金
不
足
比
率

　
資
金
不
足
比
率
は
、
事
業
規

模
に
対
す
る
資
金
不
足
額
の
割

合
を
示
し
て
い
ま
す
。
東
久
留

米
市
で
は
、
下
水
道
事
業
会
計

が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
３
年

度
は
、
資
金
不
足
額
が
な
い
た

め
、
資
金
不
足
比
率
は「
−（
数

値
な
し
）」と
な
っ
て
い
ま
す

（
表
２
参
照
）。

◎
早
期
健
全
化
基
準
、
財
政
再

生
基
準
・
経
営
健
全
化
基
準

　
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、

一
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
以

上
で
あ
る
場
合
に
は「
財
政
健

全
化
計
画
」を
議
会
の
議
決
を

経
て
策
定
し
、
公
表
の
上
、
都

知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
財
政
再
生
基
準
以
上

で
あ
る
場
合
に
は「
財
政
再
生

計
画
」を
議
会
の
議
決
を
経
て

策
定
し
、
公
表
の
上
、
総
務
大

臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。「
財
政
再
生
計
画
」を
策

定
し
た
場
合
に
は
、
地
方
債
の

発
行
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
、
市

の
財
政
運
営
に
国
の
関
与
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
も
、

そ
の
比
率
が
経
営
健
全
化
基
準

以
上
で
あ
る
場
合
に
は「
経
営

健
全
化
計
画
」を
議
会
の
議
決

を
経
て
策
定
し
、
公
表
し
た
上
、

都
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

l
財
政
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７

７
０
６市

民
税
・
都
民
税 

公
的
年
金
か
ら
の
引
き

落
と
し
が
始
ま
る
方
へ

　
次
の
方
は
、
１０
月
よ
り
、
４

年
度
市
民
税
・
都
民
税
の
公
的

年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し（
特

別
徴
収
）が
始
ま
り
ま
す
。

e
原
則
、
次
の
す
べ
て
を
満
た

す
方

　
①
４
年
４
月
１
日
時
点
で
６５

歳
以
上
の
方
②
４
年
度
市
民
税

・
都
民
税
額
の
う
ち
、
前
年
中

の
年
金
所
得
に
係
る
税
額
が
あ

る
方
③
今
年
度
新
た
に
公
的
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
っ
た
方（
前
年
度
か
ら
継
続

の
方
は
、
４
月
よ
り
既
に
引
き

落
と
し
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
）

　
※
対
象
の
方
に
は
、
４
年
度

税
額
決
定
・

納
税
通
知
書

を
送
付
し
て

い
ま
す
。

l
課
税
課
市
民
税
係
☎
０４２
・
４

７
０
・
７
７
７
７（
内
線
２
３

３
３
～
２
３
３
７
）

子
ど
も

と
教
育

10
月
は
児
童
手
当
等
の

定
例
払
月
で
す

　
６
月
～
９
月
分
の
手
当
を
指

定
預
金
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

振
込
予
定
日
▼
児
童
手
当
＝
１０

月
１１
日
㈫
▼
児
童
育
成
手
当
＝

１０
月
１２
日
㈬
▼
ひ
と
り
親
家
庭

住
宅
手
当
＝
１０
月
１４
日
㈮

　
※
金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
入

金
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

l
児
童
青
少
年
課
助
成
支
援
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
６

就
学
援
助
費
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

　
市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
に
よ
り
、
公
立
小
・
中
学
校

の
教
育
費
が
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
費

用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
市
外
か
ら
の
転
入
な
ど
に
よ

り
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な

い
方
は
、
学
務
課（
市
役
所
６

階
）で
至
急
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

e
お
子
さ
ん
と
生
計
を
一
に
す

る
方
全
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
て
い
る
家
庭

　
①
生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は

廃
止（
認
定
基
準
を
上
回
る
収

入
が
あ
る
場
合
や
転
出
の
場
合

を
除
く
）②
４
年
度
市
民
税
の

非
課
税
ま
た
は
減
免
③
個
人
事

業
税
・
固
定
資
産
税
の
減
免
④

国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免
⑤
国

民
健
康
保
険
税
の
減
免
⑥
児
童

扶
養
手
当
の
受
給
⑦
生
計
を
一

に
す
る
全
員
の
収
入
金
額（
令

和
３
年
分
）が
認
定
基
準
以
下

　
ま
た
、
４
年
中
に
収
入
が
減

少
す
る
な
ど
し
て
家
計
が
急
変

し
た
家
庭
に
つ
い
て
は
、
同
年

の
収
入
状
況
に
よ
り
判
定
し
ま

す
。

l
同
課
学
事
係
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
７
９

お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
９
月
１５
日
号
４
面
に

掲
載
し
ま
し
た「
ひ
き
こ
も

り
家
族
会
準
備
会
」の
１０
月

の
開
催
日
に
つ
い
て
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　
正
し
く
は「
１０
月
１６
日
㈰
」

で
す
。
な
お
、
１１
月
・
１２
月

の
開
催
日
お
よ
び
時
間
に
誤

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

l
市
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
担
当（
市
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
）☎
０４２
・
４
７
５
・
０
７

３
９

表１　３年度　健全化判断比率
※（　　）は前年度数値。単位％。

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

東久留米市
比率

−
（−）

−
（−）

△０．１
（０．１）

−
（−）

早期健全化
基準

１２．１２
（１２．２１）

１７．１２
（１７．２１）

２５．０
（２５．０）

３５０．０
（３５０．０）

財政再生
基準

２０．０
（２０．０）

３０．０
（３０．０）

３５．０
（３５．０）

表２　３年度　資金不足比率
※（　　）は前年度数値。単位％。

資金不足比率

東久留米市比率 −
（−）

経営健全化基準 ２０．０
（２０．０）

　
令
和
４
年
第
３
回
市
議

会
定
例
会
に
て
本
件
に
関

す
る
市
長
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
５
年
度
～
６
年
度
に

建
設
さ
れ
た
東
久
留
米
駅
西

口
昇
降
施
設
に
つ
い
て
、
当

時
、
建
築
基
準
法
に
定
め
る

建
築
確
認
申
請
が
な
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
１２
月
の
市
長
就

任
後
、
改
め
て
確
認
を
行
い
、

施
設
総
体
の
現
行
法
適
合
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

と
共
に
、
昇
降
施
設
部
に
お

け
る
、
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ

　
ま
た
、
昇
降
施
設
部
に
お

け
る
利
便
性
向
上
に
向
け
、

「
下
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
」や

「
二
方
向
出
入
口
型
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
」の
設
置
の
可
否

に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た
と

こ
ろ
、
設
置
可
能
な
こ
と
か

ら
、
結
果
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
観
点
か
ら
も
施
設
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
、
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
富
士
見
テ
ラ
ス
部

の
除
却
後
の
方
向
性
に
つ
き

ま
し
て
は
、
除
却
に
至
っ
た

経
緯
を
鑑
み
れ
ば
、
ま
ず
は
、

安
全
対
策
を
進
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
後
、
改
め
て
考

え
を
示
し
て
ま
い
り
ま
す
。

l
管
理
課
☎
０４２
・
４
７
０
・

７
７
６
４

ー
の
導
入
な
ど
、
施
設
の
利
便

性
向
上
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
こ
と
と
し
、
設
置
の
可
否

の
調
査
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
壁
面
の
基
準

耐
力
不
足
が
確
認
さ
れ
た
富
士

見
テ
ラ
ス
部
は
、
当
該
補
強
を

行
う
た
め
に
は
、
そ
れ
を
支
え

る
建
築
物
基
礎
に
つ
い
て
も
補

強
を
要
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
富
士
見
テ
ラ
ス
部
は
、
早
期

に
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
当
該

基
礎
を
含
め
て
補
強
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、「
施
工
の
難
易
度
が

高
く
な
る
こ
と
」、「
工
期
が
長

期
化
す
る
こ
と
」、「
多
額
な
費

用
負
担
が
生
じ
る
こ
と
」な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
す
る
必
要
が

あ
り
、
熟
慮
の
結
果
、
今
般
、

除
却
と
い
う
判
断
を
い
た
し
ま

し
た
。

　
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

時
、
建
築
基
準
法
に
定
め
る
確

認
申
請
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、

結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な
対
応

を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

至
り
ま
し
た
こ
と
に
、
改
め
ま

し
て
現
市
長
と
し
て
お
詫
び
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
今
後
、
速
や
か
に
安
全
対
策

を
図
る
除
却
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

東
久
留
米
駅
西
口
昇
降
施
設
に
つ
い
て

東
久
留
米
駅
西
口
昇
降
施
設
に
つ
い
て

市n

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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１０
月
１５
日
㈯
は 

学
校
一
斉
公
開
日

　
１０
月
１５
日
㈯
は
、
市
立
小
・

中
学
校
の
一
斉
公
開
日
で
す
。

学
校
一
斉
公
開
日
は
、
市
の
教

育
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し

て
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
多
く
の
市
民
の
方
に
各
学

校
の
取
り
組
み
を
参
観
し
て
い

た
だ
く
日
で
す
。

c
主
な
内
容
は
、
左
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
表
の
公
開
時
間
は

予
定
で
す
の
で
、
各
学
校
か
ら

の
案
内
な
ど
を
ご
確
認
の
上
、

来
校
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
時
間
割
や
内
容
な
ど
の
詳

細
は
、
各
学
校
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

i
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て

は
、
公
開
の
中
止
も
し
く
は
参

観
者
に
制
限
を
設
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

市
n
や
各
学
校
n
に
掲
載
し
ま

す
の
で
、
ご
来
校
の
際
は
ご
確

認
く
だ
さ
い

l
各
学
校
ま
た
は
指
導
室
指
導

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
８
１

m（shido@
city.higashi 

kurum
e.lg.jp

）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
は
、
子
ど
も
を
持
つ

家
庭
の
支
援
事
業
と
し
て
厚
生

労
働
省
と
都
が
推
進
し
て
い
る

事
業
で
す
。
実
施
主
体
は
市
で
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
が
委
託
を

受
け
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ

し
い
方（
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
）と
、

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い

方（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）が
会
員
と

な
っ
て
、
地
域
で
助
け
合
う
組

織
で
す
。

　
幼
稚
園
行
事
な
ど
で
子
ど
も

を
連
れ
て
い
け
な
い
時
、
買
い

物
や
外
出
時
に
預
け
た
い
時
、

残
業
な
ど
で
保
育
園
や
学
童
の

お
迎
え
が
間
に
合
わ
な
い
時
な

ど
に
地
域
の
協
力
者
が
お
手
伝

い
し
ま
す
。

利
用
料
金
▼
平
日
お
よ
び
土
曜

日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
＝

１
時
間
当
た
り
７
０
０
円
▼
平

日
お
よ
び
土
曜
日
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
以
外
の
時
間
＝
１

時
間
当
た
り
９
０
０
円
▼
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
＝
１
時

間
当
た
り
９
０
０
円

　
※
前
日
ま
で
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
無
料
。
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
は

依
頼
し
た
時
間（
利
用
時
間
）の

半
額
に
な
り
ま
す
。

利
用
方
法
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員
・

サ
ポ
ー
ト
会
員
の
い
ず
れ
も
入

会
申
し
込
み（
会
員
登
録
）が
必

要
で
す
。
ま
ず
は
事
業
説
明
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集
サ
ポ
ー
ト

会
員
は
入
会
後
、
１１
月
に
開
催

す
る
講
習
会
の
受
講（
修
了
）に

よ
り
登
録
と
な
り
、
そ
の
後
活

動
を
紹
介
し
ま
す

l
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
☎
０４２
・

４
７
５
・
３
２
９
４

放
課
後
子
供
教
室

　
放
課
後
子
供
教
室
は
、
放
課

後
に
学
校
の
施
設
を
活
用
し
て

安
全
・
安
心
な
活
動
場
所
を
確

保
し
、
地
域
と
学
校
が
連
携
・

協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
に
生
涯

学
習
活
動
を
提
供
す
る
事
業
で

す
。
参
加
に
は
登
録（
無
料
）が

必
要
で
す
。

a
２
・
３
学
期
で
月
３
回
程
度

（
長
期
休
暇
中
を
除
く
）

b
各
校
体
育
館（
授
業
が
終
わ

り
次
第
、直
接
体
育
館
に
集
合
）

c
運
動
遊
び（
動
物
も
の
ま
ね

リ
レ
ー
、
座
っ
て
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
な
ど
）が
中
心

e
小
学
１
年
～
６
年
生

j
▼
こ
の
事
業
は
学
校
が
実
施

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
▼

市
立
学
童
保
育
所
に
在
籍
の
児

童
が
参
加
す
る
場
合
は
、
必
ず

保
護
者
か
ら
市
立
学
童
保
育
所

に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
学

童
保
育
所
に
通
所
し
て
い
る
児

童
は
午
後
４
時
ま
で
で
す
▼
個

別
の
下
校
指
導
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
帰
り
が
心
配
な
場
合
は
お

迎
え
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
▼
一
人
ひ
と
り

へ
の
個
別
対
応
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
参
加
に
不
安
が
あ
る

場
合
は
あ
ら
か
じ
め
実
施
し
て

い
る
様
子
を
見
学
し
て
内
容
が

お
子
さ
ん
に
合
っ
て
い
る
か
確

認
し
て
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い

▼
実
施
日
・
活
動
時
間
な
ど
詳

細
は
市
n
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

登
録
方
法
学
校
を
通
し
て
配
付

さ
れ
る
チ
ラ
シ
の
二
次
元
コ
ー

ド
ま
た
は
市
n
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
確
認
し
て
、
参
加
す
る

月
の
前
月
の
２０
日
ま
で
に
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。
会
場
の
定
員

な
ど
に
よ
り
抽
選
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

　
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

お
持
ち
で
な
い
方
は
電
話
で
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

l
▼
登
録
・
実
施
に
つ
い
て
＝

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ル
ネ
サ
ン
ス

東
久
留
米
２４
☎
０７０
・
４
２
３
８

・
８
１
３
６（
午
前
１１
時
～
午

後
６
時
）▼
事
業
全
般
に
つ
い

て
＝
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
８
４

市n

１０
月
１
日
か
ら 

「
産
後
パ
パ
育
休
」が 

施
行
さ
れ
ま
す

　
育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正

さ
れ
、
１０
月
１
日
か
ら
産
後
パ

パ
育
休（
出
生
時
育
児
休
業
）の

創
設
、
育
児
休
業
の
分
割
取
得

な
ど
育
児
休
業
が
取
得
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
は
、

近
年
上
昇
し
て
い
る
も
の
の
、

女
性
と
の
差
は
依
然
と
し
て
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
男
性
の
育
児
参
加
は「
子
ど

も
の
成
長
に
立
ち
会
え
る
」、

「
夫
婦
の
理
解
が
進
む
」な
ど
家

族
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
ほ
か
、
企
業
に
と

っ
て
も
業
務
や
働
き
方
の
見
直

し
に
繋
が
り
ま
す
。

　
こ
れ
を
機
に
、
家
庭
や
職
場

で
、
だ
れ
も
が
当
た
り
前
に
育

児
休
業
を
取
得
で
き
る
社
会
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
※
詳
細
は
市
n
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

l
生
活
文
化
課
男
女
共
同
参
画

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
８

市n

４
年
度
東
京
都
子
育
て

支
援
員
研
修（
第
３
期
）

受
講
生
募
集

　
保
育
や
子
育
て
支
援
分
野
に

従
事
す
る
上
で
、
必
要
な
知
識

や
技
能
な
ど
を
有
す
る「
子
育

て
支
援
員
」の
養
成
研
修
で
す
。

募
集
コ
ー
ス
①
地
域
保
育
コ
ー

ス
②
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
ス

③
放
課
後
児
童
コ
ー
ス

a
１２
月
か
ら
順
次
研
修
開
始

b
新
宿
、
立
川
な
ど

　
※
①
に
つ
い
て
は
、
講
義
科

目
は
原
則
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
。

e
都
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、

今
後
、
子
育
て
支
援
員
と
し
て

就
業
す
る
意
欲
の
あ
る
方

k
１０
月
３
日
㈪
～
１７
日
㈪
に

（
消
印
有
効
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

し
込
み（
各
申
し
込
み
先
の
n

か
ら
）ま
た
は
所
定
の
申
込
書

（
市
区
町
村
窓
口
ま
た
は
n
か

ら
入
手
可
）を
郵
送（
簡
易
書

留
）で
申
し
込
み
を

申
し
込
み
先
▼
①
＝
都
福
祉
保

健
財
団
☎
０３
・
３
３
４
４
・
８

５
３
３
▼
②
・
③
＝
株
式
会
社

東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド
☎
０３

・
５
９
１
３
・
６
２
２
５

　
※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
日
程
な

ど
、
研
修
の
詳
細
は
、
募
集
要

項
ま
た
は
各
申
し
込
み
先
の
n

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

l
都
福
祉
保
健
局
少
子
社
会
対

策
部
計
画
課
☎
０３
・
５
３
２
０

・
４
１
２
１

都福祉保健財団
n

株式会社
東京リーガル
マインドn

　
市
内
の
私
立
幼
稚
園
と
認

定
こ
ど
も
園
で
は
、
５
年
度

に
入
園
す
る
園
児
を
左
表
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

直
接
各
園
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

市
内
私
立
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園

～
５
年
度
に
入
園
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
～

私立幼稚園の募集概要

幼稚園名
（所在地、電話番号）

募集人員
開所時間 願書の

配付開始日 受付開始日
満３歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

令和５年４月より認定こども園移行予定
神山幼稚園

（神宝町１−１７−１２、☎０４２・４７１・２５４９）

１号児 ３ ２７ − − 午前７時５０分～
午後７時 １０月１７日㈪

１１月１日㈫

２号児 − ３１ − −

落合幼稚園
（新川町１−１３−１９、☎０４２・４７１・２６３９） − １２０ 若干名

※ − 午前７時半～
午後６時半 １０月１７日㈪

久留米神明幼稚園
（中央町２−９−３０、☎０４２・４７１・２７２６） − ９０ 応相談 応相談 午前８時～

午後６時
１０月１５日㈯
事前予約制

認定こども園東久留米こども園
前沢幼稚園

（前沢２−２−２、☎０４２・４７１・４１５５）

１号児 ２０
８６

若干名 若干名 午前７時半～
午後６時半 １０月１４日㈮

２号児 − − −

豊島なでしこ幼稚園
（東本町８−１４、☎０４２・４７１・３７７２） − ４０ 若干名 １０ 午前８時～

午後６時 １０月１７日㈪

自由学園幼児生活団幼稚園
（学園町１−１１−１７、☎０４２・４２２・３１１８） − ３５ 若干名 若干名 午前８時～

午後６時 １０月１５日㈯

※令和５年２月試験実施予定。

各小学校の公開時間
学校名・電話番号 公開時間

第一小学校
☎０４２・４７１・００１４

午前８時３５分～１１時１５分
授業公開

第二小学校
☎０４２・４７１・０１３４

午前８時３５分～午後０時
５分
授業公開

第三小学校
☎０４２・４７１・０１０４

午前８時半～１１時１０分
授業公開

第五小学校
☎０４２・４６１・５８４３

午前８時３５分～午後０時
５分
授業公開

第六小学校
☎０４２・４７１・５３７０

午前８時半～１１時５分
授業公開

第七小学校
☎０４２・４７１・０１１４

午前８時半～正午
授業公開

第九小学校
☎０４２・４７１・７５４８

午前８時３５分～正午
授業公開・道徳授業地区公
開講座

第十小学校
☎０４２・４７３・９１９６

午前８時３５分～１１時１５分
授業公開

小山小学校
☎０４２・４７４・１６９１

午前８時３５分～午後０時
５分
授業公開

神宝小学校
☎０４２・４７４・４１０８

午前８時半～正午
授業公開

南町小学校
☎０４２・４６１・２６６２

午前９時２５分～１１時１５分
授業公開・道徳授業地区公
開講座

本村小学校
☎０４２・４７４・０４０４

午前８時４０分～正午
授業公開・道徳授業地区公
開講座

各中学校の公開時間
学校名・電話番号 公開時間

久留米中学校
☎０４２・４７１・００３０

午前８時５０分～１１時４０分
授業公開・講演会

東中学校
☎０４２・４７１・２７６５

午前８時～午後３時
文化祭

西中学校
☎０４２・４７１・４４００

午前８時４５分～午後２時
１５分
授業公開・ロードレース大会

南中学校
☎０４２・４２１・９５７３

午前８時４５分～１１時３５分
授業公開・道徳授業地区公
開講座

大門中学校
☎０４２・４７４・１７５３

午前８時４５分～午後３時
１５分
授業公開・道徳授業地区公
開講座

下里中学校
☎０４２・４７３・７１１５

午前８時５０分～１１時４０分
授業公開・道徳授業地区公
開講座・講演会

中央中学校
☎０４２・４７３・８８８１

午前９時～正午
文化発表会
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子どもと教育



高
齢
者

・
福
祉

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

新
規（
10
月
～
３
月
）購

入
手
続
き

　
都
営
交
通
・
都
内
民
営
バ
ス

な
ど
が
利
用
で
き
る「
東
京
都

シ
ル
バ
ー
パ
ス
」を
購
入
で
き

ま
す
。

有
効
期
限
５
年
９
月
３０
日
㈯

e
都
内
に
住
所
を
有
す
る
満
７０

歳
以
上
の
方

g
次
の
通
り

①
住
民
税
が
課
税
の
方
＝
２
万

５
１
０
円

②
住
民
税
が
非
課
税
の
方
＝
１

０
０
０
円

③
住
民
税
が
課
税
で
、
合
計
所

得
金
額
が
１
３
５
万
円
以
下
の

方
＝
１
０
０
０
円

必
要
書
類
本
人
確
認
書
類（
保

険
証
ま
た
は
運
転
免
許
証
な

ど
）。
た
だ
し
、
前
記
費
用
の

②
・
③
に
該
当
す
る
方
は
次
の

（
ア
）～（
ウ
）の
い
ず
れ
か
１
点

も
追
加
で
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
ア
）「
介
護
保
険
料
額
決
定
通

知
書
兼
納
入
通
知
書
」の
所
得

段
階
区
分
欄
に「
第
一
段
階
～

第
六
段
階
」の
い
ず
れ
か
の
記

載
の
あ
る
も
の

（
イ
）住
民
税
課
税
証
明
書
ま
た

は
非
課
税
証
明
書

（
ウ
）生
活
保
護
受
給
証
明
書

i
▼（
ア
）は
再
発
行
で
き
ま
せ

ん
。
お
手
元
に
な
い
場
合
は

（
イ
）を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
▼

（
イ
）は
課
税
課（
市
役
所
２
階
）

ま
た
は
各
連
絡
所
で
取
得
で
き

ま
す
▼（
ウ
）は
４
年
４
月
１
日

以
降
に
発
行
さ
れ
、
生
活
扶
助

受
給
が
確
認
で
き
る
も
の
に
限

り
ま
す

k
最
寄
り
の
バ
ス
営
業
所
・
都

営
地
下
鉄
定
期
券
販
売
所
な
ど

の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
発
行
窓
口
で

l
東
京
バ
ス
協
会
シ
ル
バ
ー
パ

ス
専
用
電
話
☎
０３
・
５
３
０
８

・
６
９
５
０（
平
日
午
前
９
時

～
午
後
５
時
）

介
護
の
し
ご
と
入
門
研

修
～
全
７
回
の
研
修
で

介
護
の
仕
事
の
基
礎
を

楽
し
く
学
ぼ
う
～

　
介
護
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

や
勉
強
し
た
い
方
、
働
き
た
い

方
、
介
護
の
仕
事
の
基
礎
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
研
修
最
終

日
に
は
、
介
護
の
仕
事
や
働
き

方
に
つ
い
て
、
市
内
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
の
方
と
相
談
で
き

る「
お
し
ご
と
相
談
会
」を
開
催

し
ま
す
。
な
お
、
本
研
修
は
、

厚
生
労
働
省
が
定
め
る「
介
護

に
関
す
る
入
門
的
研
修
」に
位

置
づ
け
て
実
施
し
ま
す
。

◎
研
修
説
明
会

　
事
前
に
研
修
に
つ
い
て
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

説
明
会
に
参
加
で
き
な
く
て
も
、

研
修
に
申
し
込
む
こ
と
は
可
能

で
す
。

a
１０
月
２５
日
㈫
午
後
２
時
～
３

時
４５
分

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

◎
研
修

a
全
７
回
。
１１
月
９
日
㈬
・
１６

日
㈬
・
２４
日
㈭
・
３０
日
㈬
、
１２

月
７
日
㈬
・
１４
日
㈬
・
２１
日
㈬

の
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
～
午
後

３
時

　
※
終
了
時
間
は
日
程
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

b
成
美
教
育
文
化
会
館

e
市
内
で
の
介
護
の
仕
事
に
興

味
の
あ
る
方
で
、
全
７
回
の
研

修
と
お
し
ご
と
相
談
会
に
参
加

で
き
る
方

f
先
着
３５
人

g
無
料

j
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
保

育
あ
り
。
定
員
５
人
。
申
し
込

み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い

k
１０
月
３
日
㈪
か
ら
電
話（
☎

０３
・
５
９
０
１
・
３
０
６
１
）、

o（
０３
・
５
９
０
１
・
３
０
６

２
）、
ま
た
は
m（kaigotoky�

o@
kaigo-center.or.jp

）で

公
益
財
団
法
人
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
東
京
支
部
へ

l
介
護
福
祉
課
地
域
ケ
ア
係
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
７
７（
内

線
２
５
０
１
～
２
５
０
３
）

清
瀬
・
東
久
留
米
ホ
ス
ピ

ス
緩
和
ケ
ア
週
間
　
パ
ネ

ル
展
示「
ホ
ス
ピ
ス
緩
和

ケ
ア
っ
て
な
ぁ
に
？
」

　
重
い
病
を
抱
え
る
方
や
そ
の

家
族
の
心
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
つ

ら
さ
を
和
ら
げ
る
取
り
組
み

（
緩
和
ケ
ア
）に
つ
い
て
の
パ
ネ

ル
展
示
、
資
料
配
布
を
行
い
ま

す
。
清
瀬
・
東
久
留
米
ホ
ス
ピ

ス
緩
和
ケ
ア
週
間
n
で
も
動
画

や
資
料
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

a
１０
月
３
日
㈪
～
３１
日
㈪

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
裏
）

i
感
染
症
対
策
の
た
め
、
少
人

数
で
ご
来
場
く
だ
さ
い

l
東
久
留
米
市
在
宅
療
養
相
談

窓
口（
本
町
２

−

２

−

５
、
本

町
ビ
ル
１
階
Ａ
号
、
東
久
留
米

白
十
字
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
内
）☎
０４２
・
４
２
０
・
５
５

２
１

清瀬・東久留米
ホスピス

緩和ケア週間n

　市では、高齢者のみまもりに関する事業を多数実施しており、さまざまな視点から高齢者のみまもりに取り組んでいます。日常生活の中で、「いつ
もと違う」「何かおかしい」と感じたら、担当の地域包括支援センターへご相談ください。
　各事業は下表の通り、対象となる方の要件などがありますので、詳細は担当までお問い合わせください。

ご存じですか～高齢者のみまもりに関する支援をご案内します～ご存じですか～高齢者のみまもりに関する支援をご案内します～

市n
（４月の１次申請案内）

市n
（認可保育施設空き状況）

新年度申請窓口
専用予約フォーム

　令和 ５年 ４月からの認可保育施設入所申し込みに必要な入園のしおりを配布、公開します。
申請方法などの詳細は、市nをご確認ください。
ab１０月２４日㈪から、子育て支援課（市役所 ２階）で配布、市nで公開
c受け入れ予定数については申請受け付け初日に子育て支援課窓口、市nで公開予定です。
申請を希望する方は、次のいずれかの方法で申し込んでください
　▼郵送▼子育て支援課設置ポスト▼マイナンバーカードを使用した電子申請▼窓口（要事
前予約）
※�「就労証明書」の取得にお時間がかかる方は、早めに準備してください。「就労証明書」の様
式は、市nで公開しています（証明書の有効期限は作成日から ３カ月以内です）。
e新たに保育園などに入所を希望する方、 ５年度 ４月から転所を希望する方
i▼ ４年度の入所申請をしている方も、 ５年度 ４月からの入所を希望する場合は、必ず再度
申し込みをしてください▼m・oでの申し込みは受け付けていません
l同課保育・幼稚園係☎０４２・４７０・７７４５

高齢者のみまもりに関する事業一覧
事業名 対象者 内容 担当

みまもりネットワーク事業
おおむね６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢者の
み世帯で、介護保険など定期的な公的サービス未利
用の方

みまもり協力員が高齢者に声掛けや遠いみまもり（郵便
物の確認など）を行います。地域包括支援センターで相
談の上、個別に計画します。

東部地域包括支援センター
☎０４２・４７３・９９９６
または同本部☎０４２・４２８・７７８８
中部地域包括支援センター
☎０４２・４７０・８１８６
または同本部☎０４２・４５１・５１２１
西部地域包括支援センター
☎０４２・４７２・０６６１
介護福祉課地域ケア係
☎０４２・４７０・７７７７（内線２５０２）

配食サービス事業
おおむね６５歳以上のひとり暮らしまたは高齢者の
みの世帯で、日常生活（食の確保）に支障があり、定
期的な安否確認を要する方

バランスのとれた食事で健康保持を図り、定期的な触れ
合いで安否確認をします。最大週４食まで可能。申請に
基づき決定します。１食５００円。

あんしん生活調査
「７５歳以上のひとり暮らし」または「高齢者のみの世
帯（７５歳以上の方がおり、ほか全員が６５歳以上の
方である世帯）」

毎年、地域包括支援センター職員が担当地域を決めて直
接訪問し、高齢者の生活を支える基礎情報をお伺いしま
す。調査内容は、市および地域包括支援センターにて保
管します。

救急通報システム事業 ６５歳以上のひとり暮らしまたは病弱な高齢者のみ
の世帯で、心臓疾患などで常時注意を要する方など

直接消防署へ連絡できる機器を貸与します。NTTの電
話回線と協力員が２人必要（おおむね５００m以内に居住
している方）。所得により負担額が異なります。

福祉総務課高齢者福祉係
☎０４２・４７０・７７７７
（内線２５０８）

乳酸飲料配布事業
６５歳以上のひとり暮らしで、みまもりネットワー
ク事業や配食サービスを利用していない方（介護保
険サービスなどを未利用の方）

安否確認のため、乳酸菌飲料を週に４回配達します。緊
急連絡先として市内または近隣市に住む方２人の登録が
必要。無料。

友愛活動
（東久留米市シニアクラブ連合会）

シニアクラブ連合会に加入している老人クラブの活
動区域で、ひとり暮らしをしている高齢者の方や高
齢者世帯など

見守りなどが必要な方に対して、シニアクラブ連合会の
会員が、電話や声掛けで安否確認を行い、家庭訪問をし
て話し相手になることで孤立感を解消します。

ミニデイホーム・子育てサロン活動 主に日中に孤立しがちなひとり暮らし高齢者、障害
者、乳幼児を抱える親など

趣味・健康・交流活動等を通して顔の見える関係をつく
ります。月１～２回。

市社会福祉協議会
☎０４２・４７５・０７３９

保育施設入所の対象となる保護者
保護者の状況 入所申請・入所の条件

就労している 従事時間が週３日以上かつ１日当たり４時間以
上あること

出産前後である 出産予定月とその前後２カ月にあたっている

疾病・障害がある 医師の診断により「保育にあたることが困難で
ある」こと

看護・介護をしている 従事時間が週３日以上かつ１日当たり４時間以
上あること

災害復旧にあたっている 従事時間が週３日以上かつ１日当たり４時間以
上あること

求職活動を開始する 入所後３カ月の間に就労を開始すること

就学中 従事時間が週３日以上かつ１日当たり４時間以
上あること

令和５年４月（一次）入所申請スケジュール
日程 内容

１０月２４日㈪ ５年度「入園のしおり」配布、公開開始

１１月７日㈪ 郵送・子育て支援課設置ポストでの申請受け付
け開始

１１月２１日㈪ 窓口申請の予約受け付け開始（予約は専用予約
フォームまたは電話で）

１１月３０日㈬ 窓口申請の予約受け付け終了
１２月１日㈭ 窓口申請の受け付け開始（要事前予約）
１２月５日㈪ ５年度４月（一次）申請受け付け終了

１２月２３日㈮ 「希望保育施設変更届」および「不足書類など」の
提出締め切り

５年２月上旬（予定） 利用調整結果通知の送付（一次）

５年度４月認可保育園などの「入園のしおり」配布

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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住
環
境

１０
月
１０
日（
月・祝
）の 

ご
み
収
集

　
１０
月
１０
日
は
祝
日
で
す
が
、

平
日
と
同
様
に
収
集
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
は
、
決
め
ら

れ
た
収
集
日
の
当
日
、
午
前
８

時
半
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

小
型
廃
家
電
類
を
除
く
全
品
目

が
戸
別
収
集
で
す
。

　
ご
み
収
集
日
や
分
別
な
ど
の

ご
み
出
し
ル
ー
ル
は
市
n
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

l
ご
み
対
策
課
☎
０４２
・
４
７
３

・
２
１
１
７（
粗
大
ご
み
の
申

し
込
み
は
☎
０４２
・
４
７
３
・
２

１
１
８
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
）

市n

東
京
た
ま
広
域
資
源
循

環
組
合
入
札
参
加
申
請

受
け
付
け

　
５
・
６
年
度
の
工
事
・
物
品

買
入
れ
な
ど
の
入
札
参
加
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
細
は
東

京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組
合
n

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
１０
月
３
日
㈪
～
１１
月

２
日
㈬

j
期
間
を
過
ぎ
て
も
随
時
受
け

付
け
ま
す
が
、
１１
月
３
日
以
降

に
受
理
し
た
も
の
は
、
５
年
４

月
１
日
以
降
に
競
争
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
に
登
録
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

k
１０
月
３
日
㈪
～
１１
月
２
日
㈬

に（
必
着
）、
〒
１９０

−

０
１
８
１
、

西
多
摩
郡
日
の
出
町
大
字
大
久

野
７
６
４
２
、
東
京
た
ま
広
域

資
源
循
環
組
合
総
務
課
契
約
担

当
宛
て
郵
送
を

l
同
組
合
総
務
課
☎
０４２
・
５
９

７
・
６
１
５
１

東京たま
広域資源循環

組合n

空
き
家
対
策
セ
ミ
ナ
ー

と
個
別
相
談
会

　
空
き
家
所
有
者
の
方
か
ら
毎

月
１
０
０
件
以
上
の
相
談
を
受

け
て
い
る「
Ｎ
Ｐ
О
法
人
空
家

・
空
地
管
理
セ
ン
タ
ー
」が
、

「
空
き
家
に
し
な
い
！
さ
せ
な

い
！
今
か
ら
で
き
る
空
き
家
対

策
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
空
き
家
所
有
者
・
相
続
予
定

者
に
向
け
て
、
空
き
家
問
題
と
、

そ
の
原
因
で
あ
る「
家
財
や
遺

品
整
理
が
進
ま
な
い
」な
ど
の

お
悩
み
に
関
す
る
対
策
を
お
伝

え
し
ま
す
。

ＮＰО法人
空家・空地

管理センターn

a
１０
月
２２
日
㈯
午
後
１
時
か
ら

受
け
付
け
▼
セ
ミ
ナ
ー
＝
午
後

１
時
１５
分
～
３
時
半
▼
個
別
相

談
会
＝
午
後
３
時
４０
分
～
４
時

４０
分（
予
約
者
の
み
）

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

f
セ
ミ
ナ
ー
が
先
着
３０
人
、
個

別
相
談
が
先
着
１０
組（
い
ず
れ

も
要
予
約
）

g
無
料

j
Ｎ
Ｐ
О
法
人
空
家
・
空
地
管

理
セ
ン
タ
ー
、
東
久
留
米
市
共

催k
１０
月
１
日
㈯
か
ら
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー（
午
前
９
時
～
午
後

５
時
）へ

l
同
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
・

３
３
６
・
３
６
６
ま
た
は
環
境

政
策
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

５
３第

２７
回
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ 

バ
ル
実
行
委
員
募
集

　
５
年
６
月
の
環
境
月
間
に
、

市
内
最
大
規
模
の
環
境
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
企
画
内
容

の
検
討
や
運
営
な
ど
、
中
心
的

な
役
割
を
担
う
実
行
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。
企
画
運

営
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
イ
ラ
ス

ト
作
成
に
携
わ
っ
た
経
験
の
あ

る
方
、
若
い
方
な
ど
か
ら
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
議
開
催
日
時
１１
月
～
５
年
７

月
ま
で
の
毎
月
第
３
火
曜
日

（
６
月
を
除
く
）午
後
６
時
か
ら

２
時
間
程
度

報
酬
な
し

k
１０
月
１７
日
㈪
ま
で
に（
必
着
）、

「
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
応
募
」と
明
記
し
て
、
住

所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
所
属

団
体
名（
所
属
し
て
い
る
方
）・

電
話
番
号
・
m
ア
ド
レ
ス（
お

持
ち
の
方
）を
記
入
の
上
、
〒

２０３
−

８
５
５
５
、
市
役
所
環
境

政
策
課
宛
て
郵
送
、
o（
０４２
・

４
７
０
・
７
８
０
９
）、
m（ka 

nkyoseisaku@
city.higa 

shikurum
e.lg.jp

）ま
た
は

同
課（
市
役
所
５
階
）へ
直
接
持

参
し
て
く
だ
さ
い

　
※
応
募
の
結
果
は
、
１１
月
８

日
㈫
ま
で
に
第
１
回
実
行
委
員

会
の
開
催
通
知
と
合
わ
せ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
第
１
回
実
行
委
員
会

a
１１
月
１５
日
㈫
午
後
６
時
か
ら

b
市
役
所
７
階
７
０
３
会
議
室

（
予
定
）

l
同
課
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

５
３消

防
団
員
募
集

　
消
防
団
員
は
、
仕
事
を
持
ち

な
が
ら「
わ
が
街
を
災
害
か
ら

守
る
」と
い
う
使
命
感
の
も
と
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
大
切
な
人
、
大
切
な
自
分
の

街
を
守
り
た
い
」そ
ん
な
気
持

ち
を
お
持
ち
の
方
、
地
域
に
密

着
し
た
消
防
団
に
入
団
し
ま
せ

ん
か
。

入
団
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
の

１８
歳
以
上
で
、
志
の
あ
る
身
体

強
健
な
方

消
防
団
の
身
分
・
処
遇
消
防
団

員
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で

す
▼
報
酬
や
手
当
な
ど
は
市
の

規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
▼

消
防
団
活
動
に
よ
り
負
傷
し
た

場
合
は
補
償
制
度
が
あ
り
ま
す

▼
消
防
団
活
動
に
必
要
な
被
服

は
貸
与
さ
れ
ま
す
▼
職
務
に
あ

た
っ
て
功
労
・
功
績
が
あ
っ
た

場
合
は
表
彰
さ
れ
ま
す

i
防
災
防
犯
課
消
防
担
当
か
ら

居
住
地
ま
た
は
勤
務
地
を
担
当

す
る
区
域
の
分
団
長
に
連
絡
し
、

ご
本
人
と
分
団
長
が
面
談
の
上
、

分
団
長
の
推
薦
の
も
と
、
消
防

団
長
が
任
命
し
ま
す
。
団
員
の

配
置
定
数
が
あ
り
ま
す
の
で
、

分
団
に
よ
っ
て
は
入
団
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

k
l
防
災
防
犯
課
消
防
担
当
☎

０４２
・
４
７
０
・
７
７
６
９

大
雨
や
台
風
へ
の
備
え
を

　
近
年
、
集
中
豪
雨
や
台
風
に

よ
る
浸
水
や
洪
水
、
土
砂
災
害

な
ど
が
各
地
に
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
被
害
を

抑
え
る
た
め
日
頃
か
ら
備
え
ま

し
ょ
う
。

家
の
周
り
の
点
検
▼
側
溝
や
雨

水
ま
す
の
ご
み
や
土
砂
を
取
り

除
き
、
雨
水
を
排
水
で
き
る
よ

う
に
す
る
▼
風
で
飛
び
や
す
い

物
は
屋
内
に
入
れ
る

東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
住

民
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
合
わ

せ
て
、「
い
つ
・
誰
が
・
何
を
す

る
か
」を
決
め
て
お
く
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
防
災
行
動
計
画
が
作
成

で
き
ま
す

避
難
情
報
警
戒
レ
ベ
ル
昨
年
か

ら
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
情
報

で
あ
る「
避
難
勧
告
」が
廃
止
に

な
り
、「
避
難
指
示
」に
統
一
さ

れ
ま
し
た
。
自
治
体
か
ら
発
表

さ
れ
た
時
は
、
早
め
の
避
難
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う

l
東
久
留
米
消
防
署
防
災
安
全

係
☎
０４２
・
４
７
１
・
０
１
１
９

（
内
線
３
２
０
）

◎
東
京
消
防
庁
公
式
ア
プ
リ

　
消
防
や
救
急
の
知
り
た
い
情

報
を
手
軽
に
入
手
で
き
ま
す
。

東京消防庁
公式アプリ

油・断・快
適
！
下
水
道

　
１０
月
は「
油
・
断
・
快
適
！

下
水
道
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

で
す
。
キ
ッ
チ
ン
か
ら
流
れ
た

油
は
、
下
水
道
管
の
つ
ま
り
や

悪
臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
鍋

や
食
器
に
付
い
た
油
汚
れ
は
、

洗
う
前
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
行
動
が
川
や
海
の
良
好
な

水
環
境
に
つ
な
が
り
ま
す
。

l
市
施
設
建
設
課
下
水
道
計
画

担
当
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
５

８
、
都
下
水
道
局
流
域
下
水
道

本
部
☎
０４２
・
５
２
７
・
４
８
２

８

お
知
ら
せ

司
法
書
士
・
税
理
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
会

　
東
京
司
法
書
士
会
田
無
支
部
、

東
京
税
理
士
会
東
村
山
支
部
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
問
題
の

解
決
に
向
け
て
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

a
１０
月
１５
日
㈯
午
前
１０
時
～
午

後
４
時

b
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル（
市
役

所
１
階
）

c
不
動
産
の
相
続
・
贈
与
・
売

買
、
借
地
借
家
、
遺
言
、
成
年

後
見
、
登
記
、
会
社
等
法
人
登

記
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
問

題
、
家
族
信
託
等
お
よ
び
税
務

相
談

g
無
料

k
当
日
会
場
で

l
東
京
司
法
書

士
会
田
無
支
部

支
部
長
・
小
室

☎
０４２
・
４
５
１

・
９
２
２
７

行
政
相
談
週
間

　

１０
月
１７
日
㈪
～
２３
日
㈰
は

「
行
政
相
談
週
間
」で
す
。
こ
の

週
間
は
、
行
政
相
談（
委
員
）制

度
を
周
知
し
、
広
く
国
民
の
皆

さ
ま
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
設
け
て
い
る

も
の
で
す
。

　
当
市
で
も
、
行
政
相
談
委
員

が
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い

て
、「
説
明
に
納
得
で
き
な
い
」

「
処
理
が
間
違
っ
て
い
る
」な
ど

の
苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

a
１０
月
１９
日
㈬
午
後
１
時
半
～

４
時

b
市
役
所
１
階
屋
内
ひ
ろ
ば

c
道
路
、
社
会
福
祉
、
医
療
保

険
、
郵
便
な
ど

g
無
料

k
当
日
会
場
で

l
生
活
文
化
課
☎
０４２
・
４
７
０

・
７
７
３
８

◎
行
政
苦
情
１
１
０
番
で
も
行

政
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

l
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

き
く
み
み
東
京
の「
行
政
苦
情

１
１
０
番
」☎
０
５
７
０
・
０

９
０
１
１
０（
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど

を
ご
利
用
の
場
合
は
☎
０３
・
３

３
６
３
・
１
１
０
０
）、
o（
０３

・
５
３
３
１
・
１
７
６
１
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集

◎「
今
後
の
東
久
留
米
市
立
学

童
保
育
所
の
運
営
方
針
　
令
和

４
年
８
月（
改
訂
素
案
）」

　
市
で
は
、
今
後
の
東
久
留
米

市
立
学
童
保
育
所
の
運
営
に
関

し
て
、
運
営
上
の
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
令
和
元
年
８
月
に

「
東
久
留
米
市
立
学
童
保
育
所

に
お
け
る
運
営
方
針
」を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
学
童

保
育
所
へ
の
民
間
活
力
導
入
な

ど
の
進
捗
に
よ
り
、
運
営
方
針

策
定
前
と
現
在
の
学
童
保
育
所

の
運
営
状
況
に
変
更
が
生
じ
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
今
後
の
東
久

留
米
市
立
学
童
保
育
所
の
運
営

方
針　
令
和
４
年
８
月（
改
訂

素
案
）」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

閲
覧
期
間
・
場
所
１０
月
１
日
㈯

～
２０
日
㈭
に
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー（
市
役
所
１
階
）、
児
童
青

少
年
課（
同
２
階
）、
市
内
の
各

図
書
館
、
市
n
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す（
た
だ
し
、
各
施
設
の

閉
庁
日
・
休
館
日
を
除
く
）

提
出
方
法
１０
月
１
日
㈯
～
２０
日

㈭
に（
必
着
）、「
今
後
の
東
久
留

米
市
立
学
童
保
育
所
の
運
営
方

針　
令
和
４
年
８
月（
改
訂
素

案
）へ
の
意
見
」と
明
記
し
て
、

住
所・氏
名・年
代（
例
＝
２０
代
）

・
ご
意
見（
書
式
自
由
）を
記
入

の
上
、
〒
２０３

−

８
５
５
５
、
市

役
所
児
童
青
少
年
課
宛
て
郵
送
、

o（
０４２
・
４
７
０
・
７
８
０
７
）

ま
た
は
m（jidoseishonen 

@
city.higashikurum

e.
lg.jp

）で
提
出
を

i
電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で

の
ご
意
見
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
個
人
情
報
を
除
い
た

上
で
要
約
し
、
後
日
、
市
n
で

公
開
し
ま
す
。
ご
意
見
の
返
却

や
個
別
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ

んl
児
童
青
少
年
課
児
童
青
少
年

係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７
３
５

市n
（10月1日から）

　江戸時代から、五穀豊穣を祈願して執り
行われている郷土芸能である「南沢獅子舞」
は市指定無形民俗文化財に指定されており、
４ 年に １ 度、南沢の氷川神社を中心に上演
されます。
　本来であれば昨年の秋に上演される予定
でした「南沢獅子舞」は、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止のため、令和 ４ 年に延
期されていましたが、同様の理由から今年
は中止となりました。
l郷土資料室☎０４２・４７２・００５１

市指定無形文化財「南沢獅子舞」
上演中止について
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

お知らせ住環境



「訪問販売による屋根工事の
点検商法」にご注意ください
Ｑ．昨日、自宅に突然、近所で屋根
工事をしているという業者が来て、
「お宅の屋根を見たら、浮いている
ところがある」と言われた。「無料で
点検する」と言われて了承し、業者
が屋根に上がって写真を撮った。写
真を見せられ「このままでは雨漏り
する。早く修理したほうがいい」と
言われ、心配になり２００万円の屋根
工事の契約をした。冷静になって考
えると、とても高額だ。自宅は雨漏
りしていないし、屋根は ５年前に塗
装工事をした。契約をやめることは
できるか。
Ａ．近所で屋根工事をしていると言
って、突然業者が来訪し点検後、高

額な契約を勧められたといったトラ
ブルが増えています。「無料で点検す
る」と言われても、安易に応じない
ようにしましょう。点検後に写真を
見せられ不安をあおるようなことを
言われても、その場で契約せず、複
数の専門業者から見積もりを取り、
屋根の状態を確認するようにしまし
ょう。また「保険を使って自己負担
なく修理できる」「申請サポートす
る」と言われるケースもあり、注意
が必要です。
　訪問販売で契約をした場合、契約
書面を受け取った日から ８日以内で
あればクーリング・オフができます。
クーリング・オフは書面で業者に通
知する必要がありますので、消費者
センターに相談してください。

《消費者相談》
●平日の午前１０時〜正午、午後 １ 時
〜 ４ 時＝市消費者センター☎０4２・
4７３・4５０５
●平日および土曜・日曜日、祝日の
午前１０時〜午後 ４ 時＝消費者ホット
ライン☎１８８

　「県の石」は日本地質学会が各都道府県の岩石・鉱物・化石を選定し
たものです。行ったことがある場所や行ってみたい都道府県の石を観
察して、その土地がどうやってできたのかを考えてみましょう。
a１０月 ８ 日㈯～１１月 ３ 日 午前 ９時半～午後 ５
時（休館日を除く）b多摩六都科学館イベントホー
ルc岩石・鉱物・化石のうち各都道府県いずれか
１つ以上、総数７０点の標本を展示します　※２０２１
年春の特別企画展で展示した標本4７点に２３点を追
加した展示です。g入館券５２０円（ 4歳児～高校生
２１０円）j混雑状況により入場を制限する場合あり
k直接会場にお越しください（自由参加）l同館☎
０4２・4６９・６１００

秋の企画展秋の企画展
４７都道府県の石Ⅱ　もっと「県の石」を見てみよう４７都道府県の石Ⅱ　もっと「県の石」を見てみよう

４
年
度
表
彰 

功
労
者
を
表
彰
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
の
公
益
の
増
進

に
寄
与
し
、
市
民
の
生
活
と
文

化
の
向
上
に
特
に
功
労
の
あ
っ

た
方
を
表
彰
し
ま
す
。
表
彰
さ

れ
る
方
は
次
の
通
り
で
す（
敬

称
略
・
順
不
同
）。

表
彰
状
▼
産
業
功
労
者
＝
篠
宮

操
、
三
沢
敏
雄
▼
技
能
功
労
者

＝
宮
下
輝
靖
、
篠
木
隆
三
、
丸

山
敏
春
、
角
野
昭
雄
▼
社
会
福

祉
功
労
者
＝
白
井
栄
子
、
藤
井

元
▼
防
災
功
労
者
＝
宮
下
裕
晶
、

今
井
和
史
、
高
野
浩
輔
▼
行
政

功
労
者
＝
本
田
純
、
上
田
和
俊
、

松
川
艶
子
、
小
俣
宣
子
▼
住
民

自
治
功
労
者
＝
渡
部
久
美
子
▼

納
税
功
労
者
＝
松
井
順
一
▼
社

会
教
育
功
労
者
＝
住
吉
喜
代
子

▼
市
民
体
育
功
労
者
お
よ
び
団

体
＝
青
木
孝
之
、
清
水
孝
和
、

セ
ブ
ン
シ
ス
タ
ー
ズ
、
東
久
留

米
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
マ
マ
ズ
ボ

ー
イ
ズ
▼
文
化
功
労
者
＝
近
藤

有
紀
子
、
村
野
家
住
宅（
顧
想

園
）園
主
村
野
美
代
子
▼
特
別

栄
誉
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
お
よ
び

団
体
＝
川
村
あ
ん
り
、
東
久
留

米
市
立
西
中
学
校
女
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
▼
自
治
功
労
者
＝
並

木
克
巳

l
秘
書
広
報
課
秘
書
係
☎
０４２
・

４
７
０
・
７
７
１
２

市
民
大
学
短
期
コ
ー
ス

市
民
講
師
募
集

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
持
つ
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
豊
か
な
経
験

を
生
か
し
て
、
講
座
を
開
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
講
座
を
通
し
て

市
民
同
士
の
学
び
合
い
の
場
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

a
５
年
２
月
１
日
㈬
～
３
月
２4

日
㈮

b
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

c
講
義
、
体
験
学
習

選
考
方
法「
市
民
大
学
短
期
コ

ー
ス
市
民
講
師
応
募
用
紙
」を

基
に
選
考

e
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方f
１０
人
程
度

謝
金
１
回
コ
ー
ス
＝
２
５
０
０

円
、
３
回
コ
ー
ス
＝
７
５
０
０

円k
１０
月
３
日
㈪
～
１７
日
㈪
に

（
必
着
）、
市
文
化
協
会
で
配
布

す
る「
市
民
大
学
短
期
コ
ー
ス

市
民
講
師
応
募
用
紙
」に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
〒
２０３

−

０

０
５
４
、
中
央
町
２

−

６

−

２３
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内
、
市
文

化
協
会
事
務
局「
市
民
大
学
短

期
市
民
講
師
申
込
み
」係
宛
て

郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
を
。
な

お
、
応
募
用
紙
は
市
文
化
協
会

n
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す

l
同
協
会
事
務
局
☎
０４２
・
４
７

７
・
４
７
０
０

同協会n

職
員
募
集

学
童
保
育
所
児
童
厚
生

員（
会
計
年
度
任
用
職

員・ア
シ
ス
タ
ン
ト
職
）

任
用
期
間
１１
月
１
日
～
５
年
３

月
３１
日（
５
年
４
月
１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日（
祝

日
を
除
く
）、
月
７５
時
間（
変
則

勤
務
有
り
）程
度
。
午
前
８
時

１５
分
～
午
後
６
時
の
間
で
４
～

７
時
間
の
シ
フ
ト
勤
務

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
の
補
助
な

ど募
集
人
数
若
干
名

報
酬
な
ど
時
給
１
１
０
２
円

（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と
期

末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定
に

よ
る
）

応
募
書
類
市
販
履
歴
書（
写
真

添
付
）

k
１０
月
１4
日
㈮
ま
で
の
月
曜
～

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）に
、
応
募

書
類
を
直
接
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係（
市
役
所
２
階
）へ

持
参
を
。
書
類
選
考
後
、
面
接

の
上
決
定
。
提
出
さ
れ
た
履
歴

書
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５学

童
保
育
所
産
休
・
育
休

代
替
職
員
募
集（
会
計
年

度
任
用
職
員
・
専
門
職
）

任
用
期
間
１１
月
６
日
～
５
年
３

月
３１
日（
５
年
４
月
１
日
以
降

は
条
件
付
き
で
再
度
任
用
の
場

合
あ
り
）

勤
務
時
間
月
曜
～
土
曜
日（
祝

日
を
除
く
）、
月
１
２
４
時
間

（
変
則
勤
務
有
り
）。
午
前
８
時

１５
分
～
午
後
７
時
の
間
で
、
４

～
７
時
間
の
シ
フ
ト
勤
務

勤
務
内
容
学
童
保
育
所
に
お
け

る
児
童
の
育
成
支
援
な
ど

応
募
資
格
保
育
士
、
社
会
福
祉

士
、
学
校
教
員
免
許
法
第
４
条

に
規
定
す
る
免
許
の
い
ず
れ
か

の
有
資
格
者
、
ま
た
は
放
課
後

児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
を

修
了
し
た
者
も
し
く
は
受
講
資

格
を
持
つ
者

募
集
人
数
１
人

報
酬
な
ど
月
額
２０
万
８
９
８
０

円（
別
途
、
交
通
費
相
当
額
と

期
末
手
当
の
支
給
は
市
の
規
定

に
よ
る
）

応
募
書
類
①
市
販
履
歴
書（
写

真
添
付
）②
資
格
証
明
書
の
写

し
③「
児
童
厚
生
員
と
し
て
仕

事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
た
い

こ
と
」に
つ
い
て
考
え
や
意
見

を
原
稿
用
紙
で
８
０
０
字
以
内

に
ま
と
め
た
小
論
文

k
１０
月
１4
日
㈮
ま
で
の
月
曜
～

金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）の
午
前

８
時
半
～
午
後
５
時（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）に
、
応
募

書
類
を
直
接
児
童
青
少
年
課
児

童
青
少
年
係（
市
役
所
２
階
）へ

持
参
を
。
書
類
選
考
後
、
面
接

の
上
決
定
。
提
出
さ
れ
た
履
歴

書
は
返
却
し
ま
せ
ん

l
同
係
☎
０４２
・
４
７
０
・
７
７

３
５

官
公
署

　
な
ど

東
京
都
最
低
賃
金
改
正

　
都
の
最
低
賃
金
が
１０
月
１
日

か
ら「
時
間
額
１
０
７
２
円
」に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
都
内
で
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。

l
東
京
労
働
局
賃
金
課
☎
０３
・

３
５
１
２
・
１
６
１
４
、
東
京

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
０
１
２
０
・
２
３
２
・
８

６
５都

立
東
久
留
米
特
別
支
援

学
校
第
２
回
学
校
公
開

　
広
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
知
的

障
害
特
別
支
援
学
校
の
教
育
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
授

業
・
施
設
を
公
開
し
ま
す
。

　
※
今
回
の
学
校
公
開
は
、
中

学
生
向
け
の
学
校
説
明
会
と
は

異
な
り
ま
す
。

a
１１
月
４
日
㈮
▼
前
半
＝
午
前

１０
時
～
１０
時
５０
分（
１０
時
か
ら

受
け
付
け
）▼
後
半
＝
午
前
１１

時
～
１１
時
５０
分（
１１
時
か
ら
受

け
付
け
）

b
都
立
東
久
留
米
特
別
支
援
学

校（
野
火
止
２

−

１

−

１１
）

c
普
通
科
お
よ
び
職
能
開
発
科

の
授
業
公
開
な
ど

f
各
回
５０
人（
事
前
申
し
込
み

制
）

k
１０
月
１２
日
㈬
～
１９
日
㈬
に
同

校
n
か
ら
申
し
込
み
を

l
同
校
☎
０４２
・
４
７
７
・
０
７

６
１
、
o（
０４２
・
４
７
７
・
０

７
６
４
）

都
立
清
瀬
特
別
支
援
学
校

第
２
回
学
校
公
開

a
１１
月
９
日
㈬
午
後
３
時
１５
分

～
４
時
半（
３
時
か
ら
受
け
付

け
）

b
都
立
清
瀬
特
別
支
援
学
校

（
清
瀬
市
松
山
３

−

１

−

９７
）

c
全
体
会（
学
校
長
挨
拶
、
学

校
・
学
部
の
概
要
説
明
）、
校

内
見
学

　
※
授
業
公
開
は
あ
り
ま
せ
ん
。

f
先
着
６０
人

k
１０
月
２６
日
㈬
ま
で
に
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み
を

l
都
立
清
瀬
特
別
支
援
学
校
☎

０４２
・
４
９
４
・
０
５
１
１

申し込み
フォーム

有
償
家
事
援
助
活
動

「
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
」

協
力
会
員
募
集

　「
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
」は
、

高
齢
者
や
障
害
者
、
産
前
産
後

で
お
困
り
の
方
が
、
住
み
慣
れ

た
家
で
、
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
行
わ
れ
る
助
け
合

い
活
動
で
す
。
空
い
て
い
る
時

間
で
家
事
な
ど
の
お
手
伝
い
が

で
き
る
方（
協
力
会
員
）を
募
集

し
て
い
ま
す
。

c
次
の
中
か
ら
提
供
で
き
る
内

容
を
選
ん
で
登
録
し
ま
す
▼
食

事
の
支
度
▼
衣
服
な
ど
の
洗
濯

・
つ
く
ろ
い
▼
住
居
の
掃
除
・

整
理
▼
生
活
用
品
の
買
い
物
▼

話
し
相
手
・
朗
読
・
代
筆
▼
外

出
・
通
院
付
き
添
い
▼
そ
の
他

e
１８
歳
以
上
で
心
身
と
も
に
健

康
な
方

g
年
会
費
１
０
０
０
円
以
上

謝
金
▼
月
曜
～
土
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
＝
１
時
間
当
た

り
８
０
０
円
▼
そ
の
他
の
日
時

＝
１
時
間
当
た
り
１
０
０
０
円

k
l
市
社
会
福
祉
協
議
会
ふ
れ

あ
い
サ
ー
ビ
ス
☎
０４２
・
４
７
３

・
０
２
９
４

（
８
面
へ
続
く
）

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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会 員 募 集
◆シニアスポーツ（東久留米市ターゲッ
ト・バードゴルフ協会）＝a毎週月曜・
水曜・木曜日と隔週土曜日、午前 ９時〜
正午他、月 １回月例大会b白山公園、南
町・西部運動広場、柳泉園野球場（月例
大会他）g会費年５，０００円j誰でも気軽に
楽しく健康維持・増進に最適な生涯スポ
ーツですl坂田☎０４２・４７３・５２４５
◆太極拳若葉の会＝a月 ３回。月曜日午
前１０時〜正午b西部地域センター、わく
わく健康プラザg入会金５００円、会費月�
１，５００円j太極拳のゆったりと気持ちの
良い動きで転倒予防と免疫力アップをl
塩澤☎０４２・４７２・９６８８
◆体操（美

み

楽
らく

留
る

）＝a月 １回。第 ４月曜日
午前１０時〜１１時半bさいわい福祉センタ
ーg入会金５００円、会費月１，０００円jスト

レッチ、ボールなどで人生楽しく自分の
足で歩く。無料体験有l矢花☎０４２・４７８
・８７６８
◆麻雀（丸実会）＝a初級・中級クラスが
第 １・第 ３月曜日午後 ６時〜 ９時、初心
者クラスが土曜・日曜日午後 １時〜 ４時
b中央町地区センターg会費年１，５００円、
１ 回１００円j前回登録の方も再登録をお
願いいたしますl木村☎０９０・４６７４・
５６５７
◆謡曲（観世流謡曲同好会　春秋会）＝a
月 ２回。第 ２・第 ４金曜日午後 １時半〜
４時b滝山団地第 ２住宅集会所g会費 ６
カ月２，０００円j一緒に楽しく謡いません
か。見学可。経験者歓迎l井上☎０８０・
７７２６・４１５８
◆硬式テニス（すばる）＝a毎週水曜・金
曜日午前 ９時〜午後 １時b柳窪テニスコ
ートg入会金１，０００円、会費月１，０００円j
６０歳以上でゲームを楽しめる方。男女問
わず体験プレーできますl伊藤☎０４２・
４７４・２７９７

◆読者会（「世界」を読む会）＝a月 １回。
第 ３水曜日午後 ４時〜 ６時他b生涯学習
センター他g会費 １ 回２００円j雑誌「世
界」の読者会です。見学可l須山☎０９０・
３８７８・５８４８
◆中国体操（中国健康法普及協会）＝a月
曜日〜土曜日午前 ９時〜 ９時半b滝山公
園g入会金１，０００円、会費年２，０００円j健
康のため練功十八法（ゆっくりとした体
操）を。初心者大歓迎l今野☎０９０・９３３２
・３２０５
◆カントリーダンス（草の実カントリー
ダンス）＝a月 ２ 回。水曜日午前 ９ 時半
〜１１時半b西部地区センターg入会金
５００円、会費月５００円j初心者コース新設、
リズムに乗って楽しく踊ってみませんか。
電話お待ちしていますl岸上☎０８０・
１００８・１２１８

催 し
◆シェルター（緊急避難住居）の一年（清
瀬・東久留米社会福祉会）＝a１０月 ９ 日

㈰午前１０時〜正午bきよせけやきホール
・セミナーハウスjコロナ禍の中で住居
を失った方のためのシェルターの一年で
すl武田☎０９０・７４２５・７５１７
◆おちゃわんリサイクル（おちゃわんリ
サイクルの会）＝a１０月２９日㈯午前１０時
〜午後 ２時半b市役所 １階屋外ひろばj
いらなくなった陶器をお持ちくださいl
江波☎０４２・４７３・８８１５
◆第２８回東久留米文化協会茶道会錦秋の
茶会（東久留米市文化協会茶道部）＝a１１
月２０日㈰午前の部１０時からと午後の部午
後 ０ 時半からの ２ 部制b浄牧院（大門町
１− ３− ４）g入場料３，０００円j誰もがお
茶の文化を楽しめる一時。要予約。当日
券は無しl阿部☎０４２・４７７・０２３７
◆白ゆりバレエ　おさらい会（白ゆりバ
レエ）＝a１２月１１日㈰午後 ４ 時開場、 ４
時半開演b生涯学習センターホールj
「コッペリア」３幕より、他小品集。自由
席l安井☎０４２・４２０・９７５０

市 民 伝 言 板

（
７
面
か
ら
続
く
）

第
２
３
９
回
東
京
都
都
市

計
画
審
議
会
傍
聴
者
募
集

a
１１
月
１８
日
㈮
午
後
１
時
半
か

らb
都
庁
会
議
室

f
１５
人（
事
前
抽
選
）

i
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関

わ
る
案
件
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

会
議
が
一
部
非
公
開
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す

j
付
議
予
定
案
件
は
都
都
市
整

備
局
n
ま
た
は
都
都
市
計
画
課

へ
問
い
合
わ
せ
を

k
１０
月
２７
日
㈭
ま
で
に（
消
印

有
効
）、
往
復
は
が
き（
１
人
１

通
の
み
有
効
）に
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号
・
傍
聴
希
望
の
旨

を
記
入
の
上
、
〒
１６３

−

８
０
０

１
、
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画

課
宛
て
郵
送
を

l
同
課
計
画
監
理
担
当
☎
０３
・

５
３
８
８
・
３
２
２
５都都市整備局n

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

支
え
合
い
の
地
区
づ
く

り
助
成
金

　
支
え
合
い
の
居
場
所
づ
く
り

活
動
の
運
営
費
を
助
成
し
ま
す
。

社
協
と
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
り

「
安
心
と
心
ゆ
た
か
な　
み
ん

な
の
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
の
助
成
金
で
す
。

登
録
要
件
な
ど
、
詳
細
は
市
社

会
福
祉
協
議
会
n
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
通
年

e
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
す

る
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム（
高
齢
者
、

障
が
い
者
）、
子
育
て
サ
ロ
ン
、

み
ん
な
の
サ
ロ
ン（
登
録
要
件

あ
り
）

助
成
額
活
動
の
実
績
に
基
づ
き

決
定

助
成
上
限
額
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム

・
子
育
て
サ
ロ
ン
＝
年
間
１３
万

円
ま
で（
新
規
立
ち
上
げ
は
別

途
２
万
円
）、
み
ん
な
の
サ
ロ

ン
＝
年
間
５
万
円
ま
で

k
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
担
当
☎
０４２
・
４
７
５
・
０
７

３
９

市社協n

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
電
子
納
税

が
大
変
便
利
で
す

　
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
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さ
ら
に
、

全
国
の
自
治
体
に
一
括
で
納
税

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、

３
年
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利
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・
都
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税
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割
・
都
民
税
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式
等
譲
渡
所
得
割
の
納
入
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
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詳
細
は
ｅ
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Ａ
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n
を
ご

確
認
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だ
さ
い
。
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立
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３
・
３
１
７
１
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l市民文化祭実行委員会☎０４２・４７７・４７００

　市民の皆さんが日ごろの活動の成果を披露する場である「第５１回市民
文化祭」を、１０月１５日㈯〜１１月２０日㈰に開催します。各種催事の日程・
場所は下表の通りです（会場は生涯学習センター。ただし、※は別会場。
会場がホールのものは時間変更の場合あり）。内容など詳細は市文化協
会nをご覧ください。

■オープニング式典・特別企画
a１０月１５日㈯午後 １ 時〜 ３ 時c特別企画＝①語り「耳無し芳一」with琵
琶演奏②オペラソリスト演奏、曲目「誰も寝てはならぬ」他f先着５００人
g無料

催事部門
催事 日程 開催時間 会場

囲碁大会

１０月１５日㈯

午前１０時〜午後４時半（午前９時半開場） 学習室３・４・５

市民お茶会（要予約） 午前１０時〜午後３時（午前１０時開場） 和室

演劇の集い 午後６時〜７時（午後５時半開場） ホール

朗読の集い １０月２３日㈰ 午後１時〜３時半（午後０時半開場） ※�市民プラザホール（市役所１階）

社交ダンスの集い １０月３０日㈰ 午後０時半〜４時（正午開場） ※�スポーツセンター第一体育室

映画の集い
１１月１２日㈯

午前１０時半〜午後６時（午前１０時開場） 学習室１・２

論語の集い 午後１時半〜３時（午後１時開場） 学習室５

市民飛入り句会 １１月１８日㈮ 午後１時〜４時（午後０時４５分開場） 学習室４

展示部門
展示 開催日 開催時間 会場

華道展 １０月１５日㈯・１６日㈰

午前１０時〜午後５時
（各展示の最終日は午
後４時まで）

１階ロビー

書道展・ペン習字展・篆刻展 １０月１８日㈫〜２３日㈰ ２階学習室

美術展 １０月２６日㈬〜３１日㈪ ２階学習室

手工芸展・盆栽展・絵てがみ展・水墨
画展・高崎市文化協会榛名支部作品展

１１月２日㈬〜７日㈪

２階学習室

社会を明るくする運動
〈ポスター・書道展〉 １階ロビー

陶芸展 地下１階創作室

写真展 １１月９日㈬〜１１月２０日㈰ １階ロビー

市民文化祭ポスター展 １０月１５日㈯〜１１月２０日㈰ １階ホールホワイエ

ホール部門（会場はすべて生涯学習センターホール）
ホール 日程 開演時間

バレエ＆ダンスの集い １０月１６日㈰ 午前１０時〜午後６時半
（午前９時５０分開場）

民謡と民舞の集い １０月２２日㈯ 午後１時〜４時
（午後０時半開場）

邦楽の集い １０月２３日㈰ 午前１１時〜午後５時
（午前１０時半開場）

歌謡の集い １０月２９日㈯ 午前１０時〜午後５時
（午前９時４５分開場）

太鼓と阿波踊りの集い １０月３０日㈰ 午後２時〜６時
（午後１時４５分開場）

舞踊の集い １１月３日 午前１１時半〜午後５時
（午前１１時開場）

大正琴の集い １１月５日㈯ 午後１時〜３時
（午後０時半開場）

エンターテイナーの集い １１月６日㈰ 午後０時半〜４時４０分
（午後０時１５分開場）

オペラソリストの集い １１月７日㈪ 午後６時〜９時
（午後５時半開場）

いきいき演芸大会 １１月９日㈬ 午前１０時〜午後４時
（午前９時４０分開場）１１月１０日㈭

吟剣詩舞の集い １１月１２日㈯ 午前１０時〜午後５時
（午前９時半開場）

音楽の集い １１月１３日㈰ 午後１時〜５時４５分
（午後０時４５分開場）

コーラスの集い １１月１９日㈯ 午後１時〜５時
（午後０時半開場）

ハワイアン＆フラダンスの集い １１月２０日㈰ 午前１１時〜午後５時
（午前１０時半開場）

第５１回市民文化祭日程

第５１回市民文化祭第５１回市民文化祭
市
文
化
協
会
n
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

官公署など



（１０面から続く）

図書館フェス２０２２ 
「とびだすとしょかん」

　１０月２２日㈯～１１月３０日㈬に、中央
図書館ではさまざまな企画を用意し
ています。詳細は図書館nまたは図
書館ツイッター（https://twitter.
com/higashikurume_t）をご覧く
ださい。事前申し込み
制のイベントについて
は、電話（☎０４２・４７５
・４６４６）または直接同
館カウンターでお申し
込みください。
l同館
■「ひとハコ図書館」
　「もし自分が小さな図書館の館長
になったら…」という想定で、各界
で活躍されている方々に本を選んで
いただきました。
a展示期間＝１１月 １ 日㈫～３０日㈬
■「ストーリー・フェスタ２０２２」
～多言語によるおはなし会～」
　ネイティブ・スピーカーの方が、
自分の国の言葉で絵本の読み聞かせ
を行います。かんたんな手遊びも教
えていただきます。
a１０月２６日㈬午後 ３ 時半～ ４ 時半b
中央図書館 １ 階北開架室f先着３０人
j協力は東久留米国際友好クラブk
１０月 １ 日㈯～２５日㈫に電話または同
館で
■「穂村弘氏　講演会」
　歌人の穂村弘氏をお招きして、現
代短歌の奥深く、楽しい世界を紹介
していただきます。
a１１月２０日㈰午後 ３ 時半～ ５ 時b中
央図書館 １ 階北開架室e中学生以上
f先着３０人k１１月 １ 日㈫～１９日㈯に
電話または同館で
■「すぎはらけいたろうさんと　　
とびだす絵本をつくろう！」
a１１月２７日㈰午前１０時～１１時半b中
央図書館 ２ 階多目的室e年長～小学
４ 年生f先着１２人dすぎはらけいた
ろう氏（絵本作家・グラフィックデ
ザイナー）k１１月 １ 日㈫～２６日㈯に
電話または同館で

図書館　１０月の休館日

　金曜日は全館休館です。中央図書
館は１８日㈫も休館です。
l中央図書館☎０４２・４７５・４６４６

文 　 化

シネマdeおしゃべり「ダブルシフ
ト〜パパの子育て奮闘記〜」

　映画上映と自由参加のおしゃべり
タイムもあります。これから育休取
得を考えているプレパパ＆プレママ
の皆さんもぜひご参加ください。
a１１月 ５ 日㈯午前１０時～正午b南部
地域センター講習室c▼映画紹介＝

「私は仕事に復帰するから、明日か
らあなたが父親休暇を取るのよ」と
出産から ８ カ月が経過し、育児ノイ
ローゼになり職場復帰宣言をするエ
マと、父親のための育児休暇を職場
に言い出せないヨーナス。父親が育
児休暇を取るまでの子育てと仕事の

「ダブルシフト」を描いたスウェーデ

ンのコメディー映画。
２００５年／８９分▼監督＝
マリア・エッセーンf
先着３０人j ２ 歳から未
就学児の保育あり。定
員 ５ 人。１０月２０日㈭までに電話で予
約をk１０月 ３ 日㈪から、申込フォー
ム、m（f i f t y２@ c i t y . h i g a s h i 
kurume.lg.jp）、電話（☎０４２・４７２
・００６１）、または直接男女平等推進
センター（市役所 ２ 階、平日午前 ９
時～午後 ５ 時）へl同センター

イベントのポスター

南町地区センター 
「第３９回地域文化祭」

　南町コミュニティ図書室主催の地
域文化祭を開催します。
a１０月２２日㈯午前 ９ 時～午後 ５ 時、
２３日㈰午前 ９ 時～午後 ４ 時b南町地
区センターc①展示の部（手芸・書
道・絵画・写真他）②芸能の部（カラ
オケ・日舞・詩吟）③その他、近隣
保育園、小学校や市内児童館の子ど
もたちの作品の展示や、図書室管理
運営委員手作りのバザーl同図書室
☎０４２・４７２・１１５９

放課後講座「季節の花を飾ろう」

　生涯学習センターでは月 １ 回、小
中学生を対象に放課後講座を開講し
ています。
a１０月１２日㈬午後 ４ 時～ ５ 時b生涯
学習センター創
作室c１０月は花
を使ってハロウ
ィン飾りを作り
ますe小・中学
生f先着２０人d
大草佐智代氏h
花ばさみ（もし
くはキッチンば
さみ）、筆記用具k１０月 １ 日㈯午前
９ 時から電話（☎０４２・４７３・７８１１）ま
たは同センター（第 ４ 月曜日を除く
午前 ９ 時～午後 ９ 時）へl同センタ
ー

６０歳からの音楽で「脳トレ体操」

a１０月３１日㈪午前１０時１５分～１１時半
b南部地域センター ２ 階講習室 １c
ストレッチ＆リズムに合わせて脳ト
レ体操。ピアノに合わせてパタカラ
体操。コグニサイズで脳をきたえま
しょうf先着１０人d国立音大出身の
先生・音楽健康指導士の講師陣（個
別の指導を受けられます）g１，０００円
h飲み物、タオルj動きやすい服装、
スニーカーでkl電話（☎０４２・４５１
・２０２１）または直接同センターで

ス ポ ー ツ

aki　ヨガレッスン

a１０月１７日㈪・２４日㈪・３１日㈪いず
れも午後 ５ 時半～ ６ 時半b市民プラ
ザホール（市役所 １ 階）c ３ 週連続特
別企画。スポーツの秋に市民プラザ
でヨガ体験f各回先着１８人（要予約）
daki氏（JYIA認定ヨガインストラ
クター）g５００円（当日集金）h飲み物、
タオル、ヨガマット（持っている方
は持参）j動きやすい服装、マスク
着用でk１０月 ３ 日㈪午前 ９ 時から電
話または同プラザ窓口でl同プラザ
☎０４２・４７０・７８１３

ヨガ教室

a１０月 ８ 日㈯①午前 ９ 時半～１０時半
②１１時～正午b市民プラザホール

（市役所 １ 階）c人気のヨガ教室。身
体のコリを解消して毎日をもっと楽
しくリラックスf各回先着１２人（要
予約）d中村陽子氏（YMCメディカ
ルトレーナー他）g各回５００円（当日
集金）h飲み物、タオルj動きやす
い服装、マスク着用でk１０月 １ 日㈯
午前１０時から電話または同プラザ窓
口でl同プラザ☎０４２・４７０・７８１３

千葉真子さん走り方教室

　オリンピック
・世界選手権で
活躍されたマラ
ソンランナーの

「千葉真子さん」
をお迎えして、
走り方やストレ
ッチ方法を学び
ます。
a１１月１９日㈯午後 １ 時半～ ３ 時半b
上の原グラウンドe小学生以上f先
着１００人hタオル、飲み物（雨天の場
合、室内履き）i雨天の場合、開催
場所が変更になりますk１０月 ３ 日㈪
午前１０時から電話またはスポーツセ
ンター窓口でl同センター☎０４２・
４７０・７９００

市民卓球大会

a１０月２９日㈯午前 ９ 時半から（ ９ 時
から受け付け）bスポーツセンター
c種目＝①お楽しみチーム大会（男
子・女子・ミックスのいずれもダブ
ルスの団体戦。受付時に自身のラン
ク〈A・B・C〉を自己申告し、Aラン
クとCランクのペア、Bランク同士
のペアを当日抽選にて決定）②男子
シングルス③ラージボール大会④中
学生大会⑤小学生大会e①・②・③
は市内在住・在勤・在チーム・市卓
球連盟に登録さ
れた方で高校生
以上の方、④・
⑤は市内在住・
在学の方g①・
②・ ③ は １ 人
５００円（連盟登録
の方は無料）、
④・⑤は無料k当日会場でl市卓球
連盟・平井☎０９０・４５９６・９９７３また
は同連盟・石塚☎０８０・６６２６・３９１４

子どもの体力運動能力向上事業　
第 ３ 回スポーツ教室「陸上」

　運動の楽しさを感じ、以後継続的
に運動をする意欲につながることを
目指します。
a全 ８ 回。１１月 １ 日・ ８ 日・１５日・
２２日・２９日、１２月 ６ 日・１３日・２０日
のいずれも火曜日午後 ５ 時～ ６ 時b
スポーツセンター第 １ 体育室e市内
在住・在学の小学 １ ～ ３ 年生f２０人

（応募多数の場合は抽選）i技術を身
に着ける内容ではありませんk１０月
２０ 日 ㈭ ま で に 電 話（ ☎ ０４２・４７０・
７９００）で同センターへl同センター

水上運動会

a１０月３０日㈰午前１０時～正午bスポ
ーツセンタープールe市内在住・在
学の小学生f先着５０人g参加費５００
円h水着、水泳帽、タオル、ロッカ
ー代１００円（返却されます）j当日午
前 ９ 時～午後 １ 時は貸し切りのため、
同センターの一般開放は中止します。
午後 １ 時以降に開放しますk１０月２３
日㈰までに電話（☎０４２・４７０・７９００）
または同センターでl同センター

ニュースポーツデー

　誰でも気軽にできるスポーツが体
験できます。
a１０月 ８ 日㈯午前１０時～午後 ４ 時b
スポーツセンター第 １ 体育室cボッ
チャ、ミニテニス、ラージボール卓
球、ユニカール、ソフトバレーボー
ル、スカットボール、ネオテニス他
g１００円（未就学児は無料）h室内履
き（運動ができる靴）jマスク着用の
上、運動ができる服装で直接会場へ
お越しくださいk当日会場でl生涯
学習課☎０４２・４７０・７７８４

く ら し

スマホ連続講座（１０月〜１２月） 
受講者募集

　 １ 度では覚え
られないスマー
トフォンの操作
などを１０回の連
続講座で学びま
す。主催は市社
会福祉協議会。
abf▼木曜日
午後クラス＝全１０回。１０月２０日㈭以
降の毎週木曜日午後 １ 時半～ ４ 時、
八幡町地区センターで。先着１２人程
度　※１１月第一週目のみ１１月 ２ 日㈬
に開催。▼金曜日午前クラス＝全１０
回。１０月２１日㈮以降の毎週金曜日午
前 ９ 時半～正午、中央町地区センタ
ーで。先着１２人程度c講義、個別相
談（スマホに関する操作やアプリの
使い方）ほかe６０歳以上の方d鈴木
雄大氏（くるすまスマホ総合相談所
代表）ほかg６，０００円（１０回分）i各ク
ラスとも申し込みが ５ 人以下の場合、
開催を中止する場合ありk氏名・住
所・電話番号・希望のクラスを、１０
月 ３ 日㈪午後 １ 時から電話で同協議
会地区センター担当へ連絡をl同担
当☎０４２・４７９・５５５０（午前 ９ 時～午
後 ５ 時〈火曜日、祝日を除く〉）

図書館n

申込フォーム

千葉真子さん

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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飲み物、幼児のつどいで使用してい
る名札f各館３０組j動きやすい服装
でk１０月 ７ 日㈮午後 １時半～１２日㈬
午後 ５時に電話で各児童館へ

子 育 て
子ども家庭支援センター（滝山） 
わくわく健康プラザ２階　☎042・471・0910

■本村小なかよし広場
a１０月 ７ 日㈮午前１０時～１１時半b本
村小学校 １階相談室cお子さんと遊
びながら育児の情報交換e乳幼児と
保護者i徒歩か自転車で来場をk当
日会場で
■わくわく赤ちゃん広場
abe①１０月１２日㈬が「ねんねの会」
０～ ６カ月児と保護者、②１０月２６日
㈬が「はいはいの会」７～１２カ月児と
保護者、いずれも午前１０時～１１時半
に同センター地域活動室でc触れ合
い遊び、体重測定、情報交換f各 ６
組d①が助産師、②が栄養士hバス
タオルj兄姉の保育あり。先着 ３人
（要予約）k１０月 ６ 日㈭午前１０時から
電話または同センターで
■養育家庭体験発表会
　１０月・１１月は里親月間です。あな
たも里親になりませんか。
　養育家庭（里親）とは、いろいろな
理由で親と一緒に暮らせない子ども
を家庭に迎えて家族と一緒に暮らし
て養育しています。当市でも養育家
庭の皆さんが「社会的養護」に取り組
んでいます。
a１０月２８日㈮午後 ２時～ ４時b市役
所 １階市民プラザc児童相談所によ
る「里親制度」のDVD上映と、養育
家庭の里親さんから貴重な実体験を
お話しいただきます。お話し終了後
に、児童相談所の里親担当者が里親
に関する個別相談をお受けします。
e都内在住・在勤・在学で里親・制
度に関心のある方f３０人k１０月 ５ 日
㈬午前１０時から電話または同センタ
ーで

地域子ども家庭支援センター上の原 
上の原１-２-44　☎042・420・9011

■六小・小山小なかよし広場
ab１０月１１日㈫が第六小学校プレイ
ルーム、１３日㈭が小山小学校視聴覚
室、いずれも午前１０時～１１時半cお
子さんと遊びながら育児の情報交換
e乳幼児と保護者hスリッパi徒歩
か自転車で来場をk当日会場で
■おはなし広場
a１０月１７日㈪午前１１時～１１時半b同
センター上の原乳児室cボランティ
アによる読み聞かせや手遊びなどe
１ 歳以上の乳幼児と保護者f ６ 組k
１０月１１日㈫午前１０時から電話または
同センター上の原で
■ちびっ子育児～おしゃべり広場～
a１０月２７日㈭午前１０時～１１時半b同
センター上の原地域活動室c １ ～ ２
歳児の遊び・生活・しつけなど子育
ての悩みをテーマに話し合いますe
１ ～ ２ 歳児の保護者f ５ 人jお子さ
んの保育あり（要予約）k１０月１４日㈮
午前１０時から電話または同センター
上の原で

児童の居場所づくり事業

　市では、公共施設などを活用して

地域の子どもたちに健全な遊びを提
供する「児童の居場所づくり事業」を
実施しています。
■小山台遺跡公園（屋外）
a１０月 ８ 日㈯午前１０時～正午cミニ
運動会をしようe乳幼児～小学生
■本村小学校（屋内）
a１０月１８日㈫午後 ４時～ ５時半b体
育館c楽しい運動遊び～ミニレクリ
エーション大会～e小学生
■野火止地区センター（屋内）
a１０月２４日㈪午後 １時半～ ４時半b
第一・第二会議室c親子の遊び場、
ハロウィン工作e乳幼児～小学生
《共通事項》
g無料hマスク、タオル、飲み物。
屋内は上履き、屋外は帽子i徒歩か
自転車で来場を。食べ物は原則持ち
込み禁止。乳幼児は保護者同伴。動
きやすい服装で参加を。内容を変更
する場合ありjプログラムの他にも、
年齢に合わせた簡単にできる工作や
遊びを用意していますk当日会場で
l児童青少年課児童青少年係☎０４２
・４７０・７７３５

図 書 館

よもう！あそぼう！かがくの本
「はこをぶんかいしよう！」

　科学の絵本の読み聞かせイベント
です。今回のテーマは「はこをぶん
かいしよう！」。四角い紙から箱を
作ったり、切って広げたりして、立
体について考えます。
a１０月１６日㈰午前１０時半～１１時半b
東部地域センター １階講習室c工作
や観察、関連本の読み聞かせとブッ
クトークe小学生f先着２０人h筆記
用具、ハサミ、セロテープi車での
来場不可j協力は科学の本の読み聞
かせの会「ほんとほんと」k１０月 １ 日
㈯～１５日㈯に電話または東部図書館
カウンターで（休館日を除く）l同館
☎０４２・４７０・８０２２

ウィキペディア実験室（ラボ）in東
久留米～ゆかりの作家と作品を調
べよう～

　インターネット上の百科事典・ウ
ィキペディアに記事を書いてみませ
んか。図書館資料を使って記事を作
成することで、情報の探し方、使い
方を学ぶ講座です。今回は、東久留
米のゆかりの作家と作品について調
べます。
a１０月２９日㈯午後 １時～ ４時半b中
央図書館 ２階多目的室e小学校高学
年以上f先着１２人d日

くさ

下
か

九
きゅう

八
はち

氏（ウ
ィキペディア日本語版編集者）hパ
ソコン、タブレット端末、スマート
フォンなどの編集機器（任意）iウィ
キペディアの編集にはウィキペディ
アのアカウントが必要になりますの
で、編集作業を希望される方は事前
作成をお願いしますk１０月 １ 日㈯～
２７日㈭の午前 ９時～午
後 ７時に電話（☎０４２・
４７５・４６４６）、図書館n
申し込みフォーム、ま
たは直接同館カウンタ
ーでl同館

（ ９面へ続く）

若さを保つ！元気食教室～フレイ
ル予防・低栄養予防のために～

　元気が出る食べ方のコツを、具体
的な料理方法なども含めて栄養士が
分かりやすく紹介します。
a全 ２回。１１月 ８ 日㈫・２２日㈫のい
ずれも午前１０時～１１時４５分（ ２ 回と
も参加できる方に限る）b市民プラ
ザホール（市役所 １階）c簡単で栄養
のある食事や料理方法についての講
義などe市内在住の６５歳以上で、医
師から食事制限の指示が出ていない
方（初回の方優先）f先着１２人k１０月
４ 日㈫午前 ９時から電話で介護福祉
課地域ケア係☎０４２・４７０・７７７７（内
線２５０１～２５０３）へl同係

イベント・講座イベント・講座
児 童 館

■利用時間について
　１０月１３日㈭は「市立 ４ 児童館合同
幼児のつどい運動会」のため、 ４ 館
いずれも午後 ３時まで利用できない
部屋があります。

子どもセンターあおぞら 
前沢４-25-８　☎042・471・7071

■幼児のつどい
a１０月２０日㈭午前１０時半からと１１時
５ 分からの ２部制c英語で遊ぼうe
１ ～ ４ 歳児と保護者f各部１２組k１０
月１４日㈮午後 １時半から電話で
■ベビーマッサージ
a１４日㈮午前１０時～１０時半と１０時５０
分～１１時２０分の ２部制e首が据わっ
た ９カ月までの乳児f各部 ４組d鈴
木あゆみ氏hバスタオル、飲み物j
動きやすい服装でk１０月 ３ 日㈪午前
１０時から電話または来館で
■秋のおはなし会
aef２３日㈰午前１０時半～１１時が幼
児 ８組、１１時～１１時半が小学生１０人
c絵本の読み聞かせや素話などd滝
山おはなし会k１０月 ８ 日㈯午後 １時
半から電話または来館で
■リトミック
ae２４日㈪午前１０時半～１１時が首が
据わったお子さん～ハイハイのお子
さん、１１時１５分～１１時４５分が歩き始
めているお子さんf各回１２組d千葉
理恵子氏h飲み物j動きやすい服装
でk１０月１０日 午前１０時から電話
または来館で

中央児童館 
中央町１-1０-１1　☎042・476・2161

■利用時間について
　１０月１０日 は小学生行事のため、
開館から午後 １時半まで利用できな
い部屋があります。
■おはなし会
a１０月 ４ 日㈫・１１日㈫いずれも午後
３時５０分からc絵本の読み聞かせや
素話などe小学生j協力はおはなし
くぬぎ、中央図書館k当日会場で
■オセロ大会
a ９ 日㈰午後 ３時からe小学生k当
日開始時刻までに来館で
■パパサタ
a１５日㈯午前１１時からcパパと遊ぼ
うe乳幼児と保護者f１２組k当日会

場で
■幼児のつどい
a２０日㈭午前１０時半からと１１時 ５ 分
からの ２部制cハロウィン工作e １
～ ４ 歳児と保護者f各部１２組k１０月
１４日㈮午後 １時半から電話で

けやき児童館 
大門町２-10-５　☎042・474・6653

■おはなしの日
a１０月１１日㈫午前１１時～１１時２５分c
絵本の読み聞かせや手遊びなどe乳
幼児と保護者dみくりおはなしの会
■赤ちゃんひろば
a１２日㈬午前１０時半からc助産師に
よる体重測定、育児相談e ０ 歳児と
保護者dひがしくるめ助産師会hバ
スタオルj参加人数によってお待ち
いただく場合ありk当日会場で
■ジャンジャン大会
a１５日㈯午後 ３時半からc身体を使
って遊ぼうe小学生k当日会場で
■スポーツで元気
ae１７日㈪①午前１０時半～１１時がハ
イハイまでのお子さん②１１時１５分～
１１時４５分が歩き始めのお子さん③午
後 ２時半～ ３時１５分が園児年代④ ３
時半からが小学生以上f①・③は１０
組程度、②は１２組程度j動きやすい
服装でk①・③・④は当日会場で。②
は１０月１０日 午前 ９時から電話で
■幼児のつどい
a２０日㈭午前１０時半からと１１時１０分
からの ２部制c更生保護女性会～よ
しみお姉さんとリズムにのって踊り
ましょう～e １ ～ ４ 歳児と保護者f
各部１５組d祖父江好美氏k１０月１４日
㈮午後 １時半から電話で

子どもセンターひばり 
ひばりが丘団地８-11　☎042・464・9300

■利用時間について
　１０月 ９ 日㈰午後 １時～ ４時は小学
生行事のため、利用できない部屋が
あります。
■工作の日
a１０月１０日 午前１０時～１１時半c
プラバンe小学生k当日会場で
■おはなしわらべうた
a１１日㈫午前１１時～１１時１５分c絵本、
わらべうたなどe １ 歳以上のお子さ
んと保護者k当日会場で
■赤ちゃんとお母さんの音のコミュ
ニケーションワーク
a１２日㈬午前１０時半～１１時半e ０ 歳
児と保護者f ８ 組d炭田契恵子氏k
１０月 ５ 日㈬午前１０時から電話または
来館で
■ぴよぴよママの会
a１９日㈬午前１０時～１１時半c体重測
定・育児相談e ０ 歳児と保護者hバ
スタオル、母子健康手帳k１０月１２日
㈬午前１０時から電話または来館で
■幼児のつどい
a２０日㈭午前１０時半からと１１時１０分
からの ２部制c新聞紙遊びと１０月誕
生会e ２ ～ ４ 歳児と保護者f各部１５
組k１０月１４日㈮午後 １時半から電話
で

市立 ４ 児童館合同幼児のつどい　
運動会

a１０月１３日㈭午前１０時半～１１時２０分
（１０時から受け付け）bスポーツセン
ターe １ ～ ４ 歳児と保護者h上履き、

図書館n
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（12面から続く）

高齢者に対する 
インフルエンザ予防接種

a１０月 １ 日㈯～ ５ 年 １ 月３１日㈫（医
療機関の休診日を除く）　※効果の
面からは年内接種をお勧めします。
b下表の実施医療機関　※近隣市

（小平市・東村山市・清瀬市・西東
京市）に限り、協定により市内の医
療機関と同様に取り扱います（ ５ 年
１ 月３１日㈫まで）。近隣市で接種を
受ける場合には、東久留米市の予診
票を必ず持参してください。予診票
は、市役所 １ 階総合案内のほか、上
の原・ひばりが丘・滝山の各連絡所、
健康課予防係（わくわく健康プラザ
内）で配布します。※市内の実施医
療機関で接種を受ける場合には、予
診票を既に配布しているため持参す
る必要はありません。e市内在住で、
接種日に①６５歳以上の方②６０歳以上
６５歳未満で心臓・腎臓・呼吸器の機
能に、自己の身辺の日常生活が極度
に制限される身体障害者手帳 １ 級程
度の障害がある方、ヒト免疫不全ウ
イルスにより免疫の機能に、日常生
活がほとんど不可能な身体障害者手
帳 １ 級程度の障害がある方（身体障
害者手帳の写しが必要）g無料（ １ 人
１ 回のみ）　※今年度は都の特別補
助事業により自己負担が発生しませ
ん。接種の際、生活保護受給者の方
は同受給証明書のご提出を、中国残
留邦人等支援給付受給者の方は、同
本人確認証を提示または支援給付受

給証明書をご提出ください。k実施
医療機関に予約の上、受診してくだ
さい。接種の際は、年齢・住所が確
認できる健康保険証などを提示の上、
実施医療機関で配布の説明書を読ん
でから接種してくださいl健康課予
防係☎０４２・４７７・００３０

４ 年度成人用肺炎球菌 
定期予防接種

　対象者で接種を希望される場合は、
４ 月上旬に個別に送付した通知の内
容に沿って医療機関へ予約してくだ
さい。
a ５ 年 ３ 月３１日㈮までb市内実施医
療機関（個別通知に医療機関一覧を
同封しています）e成人用肺炎球菌
ワクチンの接種歴のない方で次の年
齢の方▼６５歳（昭和３２年 ４ 月 ２ 日生
まれ～３３年 ４ 月 １ 日生まれの方）▼
７０歳（昭和２７年 ４ 月 ２ 日生まれ～２８
年 ４ 月 １ 日生まれの方）▼７５歳（昭和
２２年 ４ 月 ２ 日生まれ～２３年 ４ 月 １ 日
生まれの方）▼８０歳（昭和１７年 ４ 月 ２
日生まれ～１８年 ４ 月 １ 日生まれの
方）▼８５歳（昭和１２年 ４ 月 ２ 日生まれ
～１３年 ４ 月 １ 日生まれの方）▼９０歳

（昭和 ７ 年 ４ 月 ２ 日生まれ～ ８ 年 ４
月 １ 日生まれの方）▼９５歳（昭和 ２ 年
４ 月 ２ 日生まれ～ ３ 年 ４ 月 １ 日生ま
れの方）▼１００歳（大正１１年 ４ 月 ２ 日
生まれ～１２年 ４ 月 １ 日生まれの方）
　※ ５ 年前の通知で接種した方は対
象外のため個別通知は送付していま
せん。過去に自費で接種した方も対
象外となりますのでご注意ください。

また、接種日現在６０歳～６５歳未満で、
心臓・腎臓・呼吸器の機能に自己の
身辺の日常生活が極度に制限される
身体障害者手帳 １ 級程度の障害を有
する方およびヒト免疫不全ウイルス
により免疫の機能に日常生活がほと
んど不可能な身体障害者手帳 １ 級程
度の障害を有する方（身体障害者手
帳の写しが必要）も対象となります
ので、健康課へ問い合わせてくださ
い。g２，５００円iこの機会を逃すと、
今後、費用助成はありません（全額
自己負担となります）j対象者で通
知が届いていない場合は健康課予防
係☎０４２・４７７・００３０へ問い合わせて
くださいl同係

らくらく離乳食教室

　離乳開始から １ 歳ぐらいまでの離
乳の進め方をお伝えします。
a１０月２６日㈬午後 １ 時～ ２ 時４５分b
わくわく健康プラザc講話と実演の
見学e生後 ５ カ月～ １ 歳未満児の保
護者f先着１０人h申
し込み時のお知らせ
j対象児の保育あり
k１０月 ３ 日㈪から電
話で健康課保健サー
ビス係☎０４２・４７７・００２２へl同係

BCG予防接種

a１０月１９日㈬午後 １ 時半～ ３ 時受け
付けbわくわく健康プラザe ４ 年 ５
月生まれの乳児（生後 ６ カ月以上 １
歳になる誕生日の前日までの未接種
の乳児も可）h母子健康手帳、予診
票j日程の都合がつかない方は、次
回１１月１６日㈬でも接種可k当日会場
でl健康課予防係☎０４２・４７７・００３０

おたふくかぜ予防接種費用 
一部助成

　市医師会では、「おたふくかぜ予防
接種」費用の一部を助成しています。
この予防接種は、市が実施している
法定予防接種と異なり、保護者が接
種の判断をする任意予防接種です。
医師と相談の上、ご利用ください。
b下表の実施医療機関c個別接種。
接種回数は １ 回e市に住民登録があ
り、おたふくかぜに罹患したことが
なく、過去に １ 回も「おたふくかぜ
予防接種」を受けていない １ 歳～ ２
歳になる誕生日の前日までの幼児g
２，０００円h母子健康手帳、本人確認
書類（保険証など）k実施医療機関に
直接予約してください。予診票は実
施医療機関にありますl同会☎０４２
・４７３・５６６１

「Q
ク ピ オ

UPiO P
プ ラ ス

lus」　　　　　　　
ポイントアップキャンペーン

　市国民健康保険のインターネット
サービス「QUPiO　Plus」では、登
録後のログインや健（検）診の受診、
市が指定した健康イベントなどの参
加によりポイントが付与されます。
貯まったポイントは健康グッズを中
心とした商品と交換できます。
　今回１０月に行うキャンペーンでは、
ログインなどのポイントが大幅にア
ップする他、「生活習慣改善チャレン
ジコース２０２２」を実施する予定です。
たくさんポイントが貯まり、まだ始
めていない方にもお得な内容です。
詳細は「QUPiO Plus」会員登録後の
お知らせ機能・メールマガジンなど
でご案内します。
　「QUPiO Plus」は市nの「健康増
進・サポート事業」のページからご
確認ください。会員登録の際は「国
民健康保険被保険者証（東久留米
市）」と「mアドレス」が必要です。
l▼関連する国民健康保険＝保険年
金課☎０４２・４７０・７７３３▼特定健康診
査＝健康課☎０４２・４７７・００１３

第２９回歯と歯ぐきの市民健康フェスタ
講演会「８０歳になっても自分の歯で」

　欧米社会では、きれいな歯と歯並
びを有することが社会的ステータス
を表す重要な条件であるのに対し、
日本では、歯や口の審美性というも
のがあまり重要視されていません。
その結果、口腔衛生に対する意識が
非常に低く、歯の ２ 大疾患であるむ
し歯と歯周病のコントロールが不十
分で、特に歯周病のコントロールが
遅れています。さらに近年、歯周病
と全身疾患の密接な関係が続々と明
らかにされており、口腔の健康は生
命にも関わる重要な問題となりつつ
あります。今後、「口は万病の元」と
言っても良い時代になるかもしれま
せん。講演では、むし歯と歯周病に
ついての基本的な知識、治療法、そ
してどうすれば自分の歯を健康に長
く保つことができるかを理解してい
ただくため、ブラッシングを含めて
説明します。
　市歯科医師会主催。
a１１月 ５ 日㈯午後 ２ 時～ ４ 時b市民
プラザホール（市役所 １ 階）e市民の
方f先着３０人d青木章氏（東京医科
歯科大学大学院医歯学総合研究科歯
周病学分野歯周光線治療学教授・歯
科医師）j手話通訳ありk当日会場
でl同会☎０４２・４７５・８９０３

表　高齢者インフルエンザ予防接種実施医療機関
医療機関名 所在地 電話番号

東久留米団地診療所 上の原１－４－１１－１０３ ０４２・４７１・２６２８
二木皮膚科医院 金山町２－１９－８ ０４２・４７３・２０４０
武田クリニック 大門町１－１－２４ ０４２・４７７・５８５６
東久留米駅まえだ整形外科 東本町１－１５ ０４２・４２０・５５６０
細井医院 東本町４－３ ０４２・４７１・０１３０
初谷整形外科クリニック 東本町５－１ ０４２・４７３・５５９６
おかの内科クリニック 東本町６－１５ ０４２・４７７・００５５
石橋クリニック 東本町８－９ ０４２・４７７・５５６６
東京くるめ耳鼻いんこう科 新川町１－３－３５ ０４２・４２０・１１８７
いくせ医院 新川町１－４－１８ ０４２・４７１・２３０４
福山内科クリニック 新川町１－９－２２ ０４２・４７０・９１７７
ひばりヶ丘診療所 学園町２－１１－１４ ０４２・４２１・０９７３
清水胃腸科内科 本町１－１－１１ ０４２・４７２・８７０９
東久留米駅前クリニック 本町１－３－６ ０４２・４７１・５０５１
なきり内科 本町１－５－１６ ０４２・４２０・７８４６
ひがしくるめ在宅クリニック 本町２－３－１ ０４２・４２０・７７６１
東久留米Ｎ整形外科クリニック 本町３－１－１ ０４２・４７５・０６１０
古谷消化器科内科 本町３－１－９ ０４２・４７６・４１００
富士見通り診療所 本町３－３－２３ ０４２・４７１・２２９１
水野胃腸クリニック 本町３－８－１９ ０４２・４２０・６５２７
あだち医院 本町３－１１－１５ ０４２・４２０・５６６１
山口内科・呼吸器科クリニック 本町３－１２－２ ０４２・４７２・２３８６
東久留米なごみ内科診療所 幸町３－１１－１４ ０４２・４７０・７５３０
おざき内科循環器科クリニック 幸町４－２－１ ０４２・４７７・０５５５
さいわい町診療所 幸町５－７－１ ０４２・４７０・７６７６
アルテミスウイメンズホスピタル※ 中央町１－１－２０ ０４２・４７２・６１１１
東久留米つぼい眼科 中央町５－９－３８ ０４２・４２０・４１００
鹿島医院 南沢４－３－２ ０４２・４６１・２９６７

東久留米おだやかメディカルクリニック 南沢５－１７－６２、
イオンモール東久留米２階 ０４２・４５２・５８０１

鈴木クリニック 南沢５－１８－５０ ０４２・４６０・８５０２
前沢医院 前沢２－１０－９ ０４２・４７１・０１５４
すずのね内科・神経内科 前沢４－７－１１ ０４２・４７４・１１１２
たきぐち内科クリニック 前沢４－３１－４ ０４２・４７０・９１１８
島田整形外科 前沢５－２４－２３ ０４２・４７０・９５１１
尾町内科クリニック 南町１－６－１１ ０４２・４６０・０５３１
滝山病院 滝山４－１－１８ ０４２・４７３・３３１１
石垣整形外科 滝山５－２２－１７ ０４２・４７０・０６２０
黒目川診療所 滝山５－２７－１６ ０４２・４２０・７２１５
長生医院 滝山７－３－１７ ０４２・４７３・１１１７
飯田医院 滝山７－１５－１６ ０４２・４７２・８１８１
胃腸科内科松本クリニック 下里２－８－２１ ０４２・４７９・７１７１

※アルテミスウイメンズホスピタルは女性のみです。

表　おたふくかぜ予防接種費用助成実施医療機関一覧
医療機関名 所在地 電話番号

細井医院 東本町４－３ ０４２・４７１・０１３０
石橋クリニック 東本町８－９ ０４２・４７７・５５６６
いくせ医院 新川町１－４－１８ ０４２・４７１・２３０４
ひばりヶ丘診療所 学園町２－１１－１４ ０４２・４２１・０９７３
大塚小児科アレルギー科クリニック 本町３－１－２３ ０４２・４７９・７３００
富士見通り診療所 本町３－３－２３ ０４２・４７１・２２９１
さいわい町診療所 幸町５－７－１ ０４２・４７０・７６７６
アルテミスウイメンズホスピタル 中央町１－１－２０ ０４２・４７２・６１１１
前沢医院 前沢２－１０－９ ０４２・４７１・０１５４

東久留米おだやかメディカルクリニック※ 南沢５－１７－６２、
イオンモール東久留米２階 ０４２・４５２・５８０１

鈴木クリニック 南沢５－１８－５０ ０４２・４６０・８５０２
さくらんぼキッズクリニック 南町４－１－１７ ０４２・４９７・６２００
長生医院 滝山７－３－１７ ０４２・４７３・１１１７

※東久留米おだやかメディカルクリニックは曜日制限があるため、直接クリニックへお問い合わせください。

新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどを中止・変更する場合があります。最新の情報は、市 または直接、イベントなどのお問い合わせ先にご確認ください。
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広告欄　内容については広告主にお問い合わせください休日・準夜間診療 保険証をご持参ください
（保険証がないと自費診療になります）

休日診療（日曜日と祝日の午前 ９時〜正午および午後 １時〜 ４時半）
内科・ 小児科
※薬の処方は最低限の日数です。受診時は必ず事前に電話でご連絡ください。
１０月 ２ 日＝休日医科診療所
　　　　（滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７３・３６６３）
１０月 ９ 日＝さくらんぼキッズクリニック
　　　　（南町 ４− １−１７、☎０４２・４９７・６２００）
１０月１０日＝福山内科クリニック�（新川町 １− ９−２２、☎０４２・４７０・９１７７）
歯科
１０月 ２ 日・ ９日・１０日＝休日歯科診療所
　　　　（滝山 ４− ３−１４〈わくわく健康プラザ内〉、☎０４２・４７４・５１５２）
休日準夜間診療医療機関（診療科目・時間などは当日事前にご確認ください）
１０月 ２ 日・１０日＝前田病院（中央町 ５−１３−３４、☎０４２・４７３・２１３３）
１０月 ９ 日＝滝山病院（滝山 ４− １−１８、☎０４２・４７３・３３１１）
平日準夜間小児初期救急診療
月曜・水曜・金曜日（午後 ７時半〜１０時２０分）
　＝佐々総合病院（西東京市田無町 ４−２４−１５、☎０４２・４６１・１５３５）
月曜〜金曜日（午後 ７時半〜１０時半）
　＝多摩北部医療センター（東村山市青葉町 １− ７− １、☎０４２・３９６・３８１１）

から順次ご連絡します▼アルテミス
ウイメンズホスピタルをご希望の方
＝同院nからウェブ予約、または直
接同院へ電話（☎０４２・４７２・６１３６。
受け付けは平日午前１０時半〜午後 ４
時と土曜日午前 ９ 時〜正午）を。　
※検診枠が埋まり次第受け付け終了。
木曜日の検診を希望の方は、電話予
約のみ。l健康課特定健診係☎０４２
・４７７・００１３

大腸がん検診

a１０月３１日㈪まで　※東久留米市国
民健康保険加入者、後期高齢者医療
被保険者、生活保護受給者、中国残
留邦人等支援給付金受給者は、誕生
月ごとに受診月が決まっています。
特定健診などの受診時に一緒にお受
けください。b市nをご覧ください
c便潜血検査 ２日法（検便検査）　※
内視鏡検査ではありません。e市内
在住の ５年 ３月末で４０
歳以上の方。ただし、
次の①・②のいずれか
に該当する方は、受診
前にかかりつけ医にご
相談ください。また、生理中を避け
て受診してください。①現在、大腸
やその他の腸の疾患で治療中または
経過観察中の方②過去に大腸がんの
精密検査で異常を指摘された方g
５００円（受診医療機関でお支払いくだ
さい）　※生活保護受給者などは無
料。ただし、受給証明書の提出が必
要です。i検診結果は医療機関で直
接お聞きください。検体を提出され
なかった場合でも、自己負担金は返
却できませんので、あらかじめご了
承ください。また、医療機関により
検体提出の締め切り日が異なるので、

期間に余裕をもって受診してくださ
いk直接実施医療機関へl健康課特
定健診係☎０４２・４７７・００１３

特定健診、後期高齢者健診

　１０月の受診対象は ２・ ３月生まれ
の方です。生活習慣病予防、健康の
保持・増進や疾病の早期発見・治療
のための健診を実施します。健診内
容や実施医療機関などは、 ９月下旬
発送の個別通知をご確認ください。
大腸がん検診も同時に受診できます。
ab市内実施医療機関e市内在住で
５年 ３月末時点で次の①・②のいず
れかに該当する方。①特定健診＝４０
歳〜７４歳の東久留米市国民健康保険
加入者②後期高齢者健診＝後期高齢
者医療被保険者j ４ 年 ３ 月以降に国
民健康保険に加入した方、後期高齢
者で転入した方、当該月に受診でき
ない方は健康課特定健診係☎０４２・
４７７・００１３まで問い合わせてくださ
いk直接実施医療機関へl同係

食事・健康相談（保育付き）

　働く世代の生活習慣病予防や、健
康について見直したい方の食事・健
康相談を実施しています。ご本人の
ほか、家族からの相談も受けます。
a１０月１８日㈫午前 ９ 時〜１１時４５分
（予約制。 １人３０分程度）bわくわく
健康プラザ １階c生活習慣病予防や
健康づくりについての個別相談、体
組成（体脂肪率や筋肉率など）の測定
h健康診断の結果表、食事記録など
j生後 ５カ月〜未就学児の保育あり。
子育て中の方も気軽にご利用いただ
けますkl電話で健康課保健サービ
ス係☎０４２・４７７・００２２へ

（１１面へ続く）

１０月はピンクリボン月間です

　乳がんは日本人女性に一番多いが
んで、 ９人に １人がかかると言われ
ているほど身近な病気です。乳がん
は早期発見・治療により９０％以上が
治癒すると言われています。早期発
見には、ブレスト・アウェアネス（自
分の乳房の状態に関心を持つ生活習
慣）の習慣がとても大切です。
　※ブレスト・アウェアネスの ４つ
のポイント＝①自分の乳房の状態を
知る（セルフチェック）②乳房の変化
（しこり、くぼみ、血性の乳頭分泌
など）に気づく③乳房の変化に気づ
いたら医師に相談する④４０歳になっ
たら ２年に １回乳がん検診を受ける
　健康課では、１０月のピンクリボン
月間に合わせ、パネル展示やリーフ
レット配布などを行います。
a ９ 月３０日㈮〜１０月３１日㈪bわくわ
く健康プラザ １階l健康課保健サー
ビス係☎０４２・４７７・００２２

乳がん検診

a ５ 年 ２ 月２８日㈫まで（医療機関の
休診日を除く）b複十字病院健康管
理センター（清瀬市）、都予防医学協
会の検診車（わくわく健康プラザ）、
アルテミスウイメンズホスピタルc
問診、視触診、マンモグラフィ検査
（乳房エックス線検査）e市内在住の
４０歳以上の女性で、 ４年１２月３１日時
点で奇数年齢の方。ただし、次の①
〜④のいずれかに該当する方はご遠

慮ください。①乳房の疾患で治療中
の方、経過観察中の方②妊娠中、授
乳中、卒乳後半年を経過していない
方③豊胸手術を受けている方④心臓
にペースメーカーを入れている方g
１，０００円（受診医療機関でお支払いく
ださい）　※生活保護受給者などは
無料。ただし、受給証明書の提出が
必要です。j実施医療機関の特徴を
市nに掲載しています。なお、申し
込み状況によってはご希望に添えな
い場合がありますk▼複十字病院
（清瀬市）または都予防医学協会の検
診車（わくわく健康プラザ）をご希望
の方＝１０月 １ 日㈯〜１４日㈮に（消印
有効）、電子申請、ま
たは １人 １枚のはがき
に必要事項を記入の上
（下図参照）、〒２０３−
００３３、滝山 ４− ３−１４、
わくわく健康プラザ内、健康課特定
健診係宛て郵送を。結果は１１月中旬

け ん こ うけ ん こ う

電子申請

市n

図　乳がん検診　はがき申し込み記入項目

※�複十字病院を希望する方は、受診希望日の
記入は不要です。受診日は後日送付する封
書に記載の「予約電話番号」へご自身で連絡
し決めていただきます。

「乳がん検診希望」
①　希望検診場所
②　生年月日（和暦）
③　年齢
④　氏名（フリガナ）
⑤　住所
⑥　電話番号
⑦　�希望日�
（検診車を希望の方のみ下表から選択※）�
第 １ 希望　○月○日　午前�
第 ２ 希望　△月△日　午後�
第 ３ 希望　□月□日　午前

往復はがきではなく、
はがきで
お申し込みください。

表　検診車実施日一覧
１２月 ２日㈮・３日㈯・４日㈰・５日㈪
１月 ２３日㈪・２４日㈫
２月 ３日㈮・１２日㈰
※各日、午前・午後を選択できます。

〈今月の月間・週間案内〉食品ロス削減月間、健康強調月間、全国労働衛生週間（1日～7日）、法の日（1日）、安全安心なまちづくりの日（11日）、鉄道の日（14日）
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凡例  a日時  b場所  c内容  e対象  f定員  d講師  g費用  h持ち物  iご注意  jその他  k申し込み  l問い合わせ  nホームページ  m電子メール

4．10．1

けんこうとイベント・講座は9面まで続きます

◎ご意見箱設置場所
　市役所１階屋内ひろば、上の原・ひばりが丘
・滝山の各連絡所
◎エコーテレホン・エコーファクス
　☎・FAX042・472・1131（夜間・休日のみ）
◎ホームページ（https://www.city.higashik 
urume.lg.jp）のご意見箱（「東久留米市につい
て」「広報・広聴」「声をお聞かせください」から）

➡市政へのご要望・ご意見はこちらへ

東久留米市プロモーション動画

市公式ツイッター 市公式フェイスブック

行政情報アプリ　マチイロ市公式動画チャンネル

けんこう
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